
【
※

補
足

】
平

成
2
3
年

度
か

ら
一

部
種

目
に

つ
い

て
基

金
化

を
導

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
予

算
額

（
基

金
分

）
に

は
、

翌
年

度
以

降
に

使
用

す
る

研
究

費
が

含
ま

れ
る

た
め

、
予

算
額

と
当

該
年

度
中

に
研

究
者

に
助

成
さ

れ
る

見
込

の
額

で
あ

る
助

成
額

を
並

記
。

助
成

額
に

は
、

前
年

度
以

前
に

造
成

し
た

基
金

か
ら

の
助

成
分

を
含

む
。

【
平

成
２

８
年

度
概

算
要

求
の

概
要

】

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
4
1
,
9
6
6
百
万
円
(
※
)

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：
4
4
,
2
2
5
百
万
円

(
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
2
2
7
,
2
8
9
百
万
円
)

【
対
前
年
度

：
1
4
,
6
7
7
百
万
円
】

平
成
２
８
年
度
助
成
額

：
2
4
1
,
0
3
2
百
万
円

(
平
成
２
７
年
度
助
成
額

：
2
3
1
,
7
9
0
百
万
円
)

【
対
前
年
度

：
9
,
2
4
2
百
万
円
】

科
研
費
は
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
り
、
独
創
的
な
｢
学
術
研
究
｣
を
幅
広
く
支
援
。
科
研
費
改
革
を
加
速
す
る
た
め
、

新
た
な
学
問
領
域
の
創
成
や
異
分
野
融
合
な
ど
に
つ
な
が
る
挑
戦
的
な
研
究
や
、
次
代
を
担
う
研
究
者
が
独
立
す
る

基
盤
づ
く
り
へ
の
支
援
を
強
化
。

○
基

盤
研

究
費

の
縮

減
を

背
景

と
す

る
研

究
計

画
の

短
期

志
向

・
リ

ス
ク

回
避

傾
向

○
融

合
的

研
究

な
ど

「
壁

」
を

越
え

た
研

究
に

対
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

な
学

術
的

要
請

と
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
○

次
代

を
担

う
研

究
者

を
め

ぐ
る

環
境

の
劣

化

課
題

・
背

景

✓
新

た
な

学
問

領
域

の
創

成
に

向
け

た
探

索

✓
複

数
の

研
究

者
に

よ
る

協
働

の
普

及
・
深

化

✓
研

究
者

の
大

胆
な

テ
ー

マ
転

換
→

学
際

的
研

究
、

異
分

野
連

携
（
文

理
、

医
工

な
ど

）
、

研
究

方
法

の
革

新
（
デ

ー
タ

科
学

な
ど

）

１
）

「
知

の
開

拓
｣挑

戦
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

設
将

来
の

新
た

な
学

問
領

域
の

創
成

や
、

異
分

野
融

合
に

つ
な

が
る

「
知

の
開

拓
」
に

挑
戦

す
る

研
究

を
支

援
。

２
）

独
立

基
盤

形
成

の
た

め
の

重
点

支
援

次
代

を
担

う
研

究
者

が
、

異
動

後
、

自
立

的
な

Ｐ
Ｉと

し
て

挑
戦

的
な

研
究

を
継

続
的

・
安

定

的
に

遂
行

で
き

る
よ

う
、

メ
リ

ハ
リ

の
き

い
た

研
究

費
配

分
の

仕
組

み
を

導
入

。

※
従

来
の

基
盤

研
究

種
目

と
は

異
な

る
仕

組
み

の
構

築
〇

大
胆

な
挑

戦
的

研
究

を
見

出
す

総
合

審
査

方
式

の
全

分
野

展
開

✓
既

定
の

専
門

分
野

の
枠

に
と

ら
わ

れ
な

い
ア

イ
デ

ィ
ア

・
計

画
の

斬
新

性
を

重
視

✓
異

分
野

の
審

査
員

に
よ

る
多

角
的

な
チ

ェ
ッ

ク
〇

複
数

の
研

究
者

が
対

等
の

ペ
ア

を
組

む
共

同
研

究
代

表
者

制
（
C

o-
PＩ

）
の

導
入

等
※

研
究

費
総

額
１

，
０

０
０

～
３

，
０

０
０

万
円

（
研

究
期

間
：
３

～
６

年
）

※
丁

寧
な

審
査

や
柔

軟
な

研
究

遂
行

の
た

め
「
基

金
」
に

よ
り

措
置

期
待

さ
れ

る
挑

戦

◆
上

記
に

加
え

、
国

際
共

同
研

究
の

加
速

に
向

け
た

取
組

や
各

種
の

制
度

改
革

（
競

争
的

研
究

費
改

革
へ

の
対

応
を

含
む

）
な

ど
を

併
行

し
て

推
進

。
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競
争
的
研
究
費
改
革
と
の
連
携

設
備

・
機

器
の

共
用

に
係

る
組

織
的

な
取

組
の

奨
励

研
究

組
織

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

一
体

と
な

っ
た

研
究

設
備

・
機

器
の

整
備

運
営

の
早

期
確

立
を

支
援

京

S
P
ri
ng
-
8

S
A
C
L
A

レ
ー
ザ
ー

放
射
光
施
設ナ
ノテ
クP
F、
HP
CI
、光

ビー
ム
PF
、N
M
R共

用
PF

共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

39
9百
万
円

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
の
加
速

1,6
00
百
万
円

NM
R

共
用

機
器

化
に

よ
る

保
守

費
・
設

備
費

・
ス

ペ
ー

ス
利

用
の

効
率

化

若
手

研
究

者
や

海
外

・
他

機
関

か
ら

移
籍

し
て

き
た

研
究

者
の

速
や

か
な

研
究

体
制

構
築

（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

）

分
野

融
合

・
新

興
領

域
の

拡
大

短
期

滞
在

者
の

利
便

性
向

上
国

際
共

同
研

究
の

増
加

海
外

研
究

者
に

よ
る

評
判

向
上

（
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

ア
ッ

プ
）

論
文

引
用

度
の

向
上

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
ス

キ
ル

向
上

・
キ

ャ
リ

ア
形

成
高

度
な

研
究

開
発

支
援

の
実

施
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

、
調

達
の

高
度

化
等

特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
指
定

研
究

者
の

研
究

時
間

増
大

（
専

門
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

機
器

管
理

に
よ

り
研

究
者

の
負

担
を

軽
減

）

人
材
育
成

民
間
活
力
の
導
入
等

共
通
基
盤
技
術
の
開
発

産
学

官
連

携
の

強
化

研
究

開
発

力
強

化
法

等
に

基
づ

き
、

研
究

施
設

、
設

備
に

つ
い

て
広

く
共

用
を

進
め

る
。

ま
た

、
今

後
一

層
財

政
状

況
が

厳
し

く
な

る
中

、
設

備
・
機

器
の

共
用

化
な

ど
の

徹
底

し
た

効
率

化
に

努
め

て
い

く
。

研
究
設
備
・
機
器
共
用
化
に
よ
る
効
果
～
研
究
開
発
と
共
用
の
好
循
環
の
実
現
～

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
共
用
※

学
科

・
専

攻
等

研
究

組
織

に
よ

る
共

用

目
的

に
応

じ
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

形
成

に
よ

り
、

効
率

的
・

効
果

的
に

研
究

開
発

基
盤

を
自

立
的

に
維

持
・
発

展

J
-
P
A
R
C

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
よ

る
共

用

※
「
５
．
最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
共
用
の
促
進
」
に
計
上

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
0
6
4
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
,
0
6
4
百
万
円
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戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
(
新
技
術
シ
ー
ズ
創
出
)

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
定

め
た

戦
略

目
標

・
研

究
領

域
に

お
い

て
、

大
学

等
の

研
究

者
か

ら
提

案
を

募
り

、
組

織
・
分

野
の

枠
を

超
え

た
時

限
的

な
研

究
体

制
（
バ

ー
チ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

研
究

所
）
を

構
築

し
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

指
向

の
戦

略
的

な
基

礎
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
有

望
な

成
果

に
つ

い
て

研
究

を
加

速
・
深

化
す

る
。

概
要

塗
る
太
陽
電
池
の
開
発

【
中

村
栄

一
東

京
大

学
大

学
院

教
授

】
（
20

04
～

20
09

年
度

E
R

A
TO

）

・
高

効
率

、
軽

量
で

丈
夫

、
安

価
に

製
造

が
可

能
と

三
拍

子
揃

っ
た

次
世

代
塗

布
型

有
機

薄
膜

太
陽

電
池

の
開

発
に

成
功

。
ビ

ル
や

マ
ン

シ
ョ

ン
の

壁
、

高
速

道
路

の
防

音
壁

な
ど

従
来

の
太

陽
光

パ
ネ

ル
で

は
設

置
が

困
難

な
箇

所
に

お
け

る
太

陽
電

池
の

設
置

を
可

能
に

。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
事
例

深
遠
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
て
い
る
成
果
例

生
き
た
ま
ま
電
子
顕
微
鏡
観
察
で
き
る
「
ナ
ノ
ス
ー
ツ
」
の
開
発

【
下

村
政

嗣
東

北
大

学
教

授
、

針
山

孝
彦

浜
松

医
科

大
学

教
授

】
（
20

08
～

20
13

年
度

C
R

E
S

T）
・
高

真
空

中
で

も
気

体
と

液
体

の
放

出
を

防
ぐ

「
ナ

ノ
ス

ー
ツ

」
を

発
明

。
従

来
で

は
不

可
能

で
あ

っ
た

様
々

な
生

物
を

生
き

た
状

態
で

直
接

観
察

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
生

物
模

倣
技

術
を

は
じ

め
と

す
る

「
も

の
づ

く
り

」
の

分
野

へ
の

著
し

い
貢

献
が

期
待

。

応
力
を
感
じ
て
光
る
発
光
体
の
開
発

【
徐

超
男

（
独

）
産

業
技

術
総

合
研

究
所

チ
ー

ム
長

】
（
20

06
～

20
11

年
度

C
R

E
S

T）
・
応

力
発

光
体

を
活

用
し

た
構

造
物

の
応

力
分

布
の

可
視

化
に

世
界

に
先

駆
け

て
成

功
。

・
重

大
事

故
に

つ
な

が
る

破
壊

や
劣

化
を

早
期

に
予

知
・
検

出
す

る
新

安
全

管
理

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
創

出
。

○
新
し
い
タ
イ
プ
の
高
温
超
伝
導
物
質
（
鉄
系
超
伝
導
物
質
）
の
発
見

【
細

野
秀

雄
東

京
工

業
大

学
教

授
】

○
超
小
型
・
超
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ラ
マ
ン
シ
リ
コ
ン
レ
ー
ザ
ー
を
開
発

【
髙

橋
和

大
阪

府
立

大
学

21
世

紀
科

学
研

究
機

構
講

師
】

19
99

年
、

戦
略

創
造

研
究

推
進

事
業

（
E

R
A

TO
）
の

研
究

総
括

に
抜

擢
。

20
08

年
、

鉄
を

含
む

超
伝

導
物

質
を

発
見

し
、

ア
メ

リ
カ

化
学

会
誌

に
発

表
。

同
年

の
被

引
用

数
世

界
１

位
の

論
文

に
。

20
13

年
、

大
手

企
業

で
も

開
発

が
困

難
で

あ
っ

た
実

用
可

能
な

シ
リ

コ
ン

レ
ー

ザ
ー

に
つ

い
て

、
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

レ
ー

ザ
ー

波
長

も
簡

便
な

方
法

で
変

更
可

能
な

実
用

性
の

あ
る

ラ
マ

ン
シ

リ
コ

ン
レ

ー
ザ

ー
を

開
発

。

（
研

究
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

も
、

社
会

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
も

）

研
究
推
進
の
枠
組
み

独
創
的
な
研
究
を
、
卓
越
し
た
リ
ー

ダ
－
（
研
究
総
括
）
の
も
と
に
展
開
。

●
研
究
期
間

５
年
程
度

●
研
究
費
（
直
接
経
費
）

１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
た
り

総
額
１
２
億
円
程
度
を
上
限

未
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
を
育
む

個
人
型
研
究
。

●
研
究
期
間

３
年
半

●
研
究
費
（
直
接
経
費
）

１
人
あ
た
り
総
額

３
～
４
千
万
円
程
度

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
な
シ
ー
ズ
を

創
出
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
型
研
究
。

●
研
究
期
間

５
年
半

●
研
究
費
（
直
接
経
費
）

１
チ
ー
ム
あ
た
り
総
額

１
億
５
千
万
～
５
億
円
程
度

選
任

研
究

領
域

研
究

総
括

研
究

代
表

者
研

究
代

表
者

公
募

・
選

定

研
究

総
括

個
人

研
究

者

領
域

会
議

選
任

公
募

・
選

定

個
人

研
究

者

研
究

総
括

卓
越

し
た

人
物

を
選

抜

【
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
】

【
さ
き
が
け
】

【
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
】

・
研

究
総

括
の

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
下

、
目

標
を

共
有

し
研

究
を

推
進

・
全

体
で

年
約

2
0
0
件

を
採

択
（
優

れ
た

研
究

者
に

よ
る

高
い

競
争

性
）
、

年
約

1
,0

0
0
件

の
研

究
課

題
を

支
援

戦
略

目
標

研
究

領
域

１
．
「
も
の
に
な
る
か
」
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
向
の
目

で
優
れ
た
基
礎
研
究
を
採
択
。
単
な
る
実
績
主
義
・
合
議

制
で
は
採
択
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
、
挑
戦
的
で
リ
ス

ク
は
高
い
が
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
研
究
課
題
を
採
択

※
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
研
究
総
括
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
:Ｐ
Ｏ
）
が
採
択
を
決
定
（
研
究
総
括
に
責
任
と
裁
量
）

２
．
研
究
者
に
対
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て
、

従
来
の
発
想
･
流
れ
に
囚
わ
れ
な
い
研
究
を
奨
励

３
．
き
め
細
か
な
研
究
進
捗
の
把
握
と
有
望
な
研
究
を
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
指
向
に
伸
ば
す
た
め
の
ケ
ア
を
実
施

事
業
の
特
徴

【
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
向
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
先
端
研
究
の
加
速
・
深
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
AC
C
EL
）
】

・
有

望
な

研
究

成
果

に
つ

い
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

指
向

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
っ

て
加

速
・
深

化

１
．
競
争
的
研
究
費
改
革
に
も
適
う
よ
う
、
戦
略
目
標
の
策
定
手
法
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
に
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
す

新
技
術
シ
ー
ズ
を
効
果
的
に
創
出
す
る
た
め
の
戦
略
目
標
・
研
究
領
域
を
引
き
続
き
戦
略
的
に
設
定
し
、
基
礎
研
究
段
階
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
と
い
っ
た
「
出
口
を
見
据
え
た
研
究
」
を
推
進
す
る
と
い
う
事
業
趣
旨
を
徹
底
。

２
．
「
C
R
E
S
T
」
に
「
出
口
を
見
据
え
た
研
究
」
に
最
適
な
「
研
究
者
群
」
を
分
野
融
合
的
に
形
成
し
、
産
業
界
と
の
連
携
を
段
階
的
に
進
め

な
が
ら
更
に
研
究
を
推
進
す
る
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
方
式
の
導
入
や
、
「
A
C
C
E
L
」
で
新
規
採
択
を
行
う
な
ど
、
成
果
を
下
流
に
つ
な
げ

る
た
め
の
仕
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
P
M
）
人
材
の
発
掘
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
に
も
貢
献
。

３
．
我
が
国
と
し
て
必
要
な
研
究
を
外
国
人
研
究
者
を
招
へ
い
し
て
推
進
す
る
な
ど
、
国
際
融
合
研
究
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
若
手

研
究
者
等
の
「
挑
戦
」
や
「
相
互
作
用
」
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
「
さ
き
が
け
」
を
拡
充
。

４
．
参
画
す
る
若
手
研
究
者
が
よ
り
「
出
口
を
見
据
え
た
研
究
」
を
推
進
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
導
入
し
、
若
手
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
競
争
的
研
究
費
改
革
を
実
行
す
る
た
め
の
制
度
改
革
を
着
実
に
実
施
。

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
51
,3
73
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
9
,4
12
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
46
,7
14
百
万
円
）
※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

ポ
イ
ン
ト
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③
②

を
踏

ま
え

、
支

援
対

象
機

関
を

決
定

し
、

促
進

費
（
補

助
金

）
を

配
分

。
①

研
究

活
動

の
状

況
を

測
る

指
標

に
基

づ
き

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

機
関

を
選

定
。

●
科

研
費

等
の

競
争

的
資

金
の

獲
得

状
況

（
６

指
標

）
（
科

研
費

の
研

究
者

当
た

り
採

択
数

、
若

手
種

目
の

新
規

採
択

率
、

研
究

者
当

た
り

配
分

額
、

研
究

成
果

公
開

促
進

費
（
学

術
図

書
）
の

採
択

数
、

拠
点

形
成

事
業

や
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

の
採

択
数

）
●

国
際

的
な

研
究

成
果

創
出

の
状

況
（
２

指
標

）
（
Ｔ

Ｏ
Ｐ

１
０

％
論

文
数

の
割

合
（
Ｑ

値
）
、

国
際

共
著

論
文

の
割

合
）

●
産

学
連

携
の

状
況

（
２

指
標

）
（
共

同
・
受

託
研

究
受

入
実

績
額

や
特

許
権

実
施

等
収

入
額

と
伸

び
率

）

（
「
研

究
大

学
強

化
実

現
構

想
」
に

よ
り

取
り

組
む

内
容

）
●

研
究

戦
略

、
知

財
管

理
等

を
担

う
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
（
リ

サ
ー

チ
・
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
）
の

配
置

（
必

須
）

●
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

者
の

招
聘

に
よ

る
拠

点
強

化
●

先
端

・
融

合
研

究
奨

励
の

た
め

の
研

究
支

援
、

環
境

整
備

●
若

手
研

究
者

・
女

性
研

究
者

に
対

す
る

研
究

活
動

支
援

●
国

際
共

同
研

究
推

進
の

環
境

整
備

●
国

際
事

務
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

等

②
①

の
機

関
が

作
成

す
る

「
研

究
力

強
化

実
現

構
想

」
に

基
づ

き
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
を

実
施

。

①
国

際
的

に
見

る
と

、
全

体
と

し
て

我
が

国
の

研
究

力
は

相
対

的
に

低
下

傾
向

。

背
景

：
国

際
競

争
力

と
研

究
力

の
厚

み
が

不
十

分
世

界
水

準
の

優
れ

た
研

究
活

動
を

行
う

大
学

群
の

増
強

「
研

究
大

学
強

化
促

進
事

業
」
の

開
始

（
H

2
5
～

）

②
我

が
国

に
お

い
て

、
高

引
用

度
（
T
O

P
1
0
%
）
論

文
数

で
上

位
1
0
0
に

入
る

分
野

（
※

）を
有

す
る

大
学

数
（
0
7
-
1
1
年

の
平

均
値

）
は

、
諸

外
国

と
比

べ
て

少
な

い
。

日
：
８

、
米

：
１

１
２

、
英

：
２

８
、

中
：
３

９
、

独
：
２

７
、

仏
：
１

５
※

ト
ム

ソ
ン

・
ロ

イ
タ

ー
社

の
論

文
分

類
単

位
の

自
然

科
学

系
２

２
分

野

◎
研

究
活

動
の

状
況

を
測

る
指

標
お

よ
び

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
に

よ
り

機
関

（
大

学
及

び
大

学
共

同
利

用
機

関
法

人
）
を

選
定

。

◎
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
(リ

サ
ー

チ
・
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
を

含
む

)群
の

確
保

・
活

用
と

集
中

的
な

研
究

環
境

改
革

（
競

争
力

の
あ

る
研

究
の

加
速

化
促

進
、

先
駆

的
な

研
究

分
野

の
創

出
、

国
際

水
準

の
研

究
環

境
の

整
備

等
）
を

組
み

合
わ

せ
た

研
究

力
強

化
の

取
組

を
支

援
。

◎
支

援
期

間
10

年
間

。
支

援
規

模
2～

4億
円

/ 年
。

「
日

本
再

興
戦

略
」
改

訂
2
0
1
4
（平

成
2
6年

6
月

24
日

閣
議

決
定

）

被
引

用
度

の
高

い
論

文
数

シ
ェ

ア
出

典
：
文

部
科

学
省

科
学

技
術

・
学

術
政

策
研

究
所

「
科

学
技

術
指

標
20

14
」

2
0
1
0
年

－
2
0
1
2
年

（
P

Y
）

(平
均

)

T
o
p1

0
％

補
正

論
文

数
（
整

数
カ

ウ
ン

ト
）

国
名

論
文

数
シ

ェ
ア

世
界

ラ
ン

ク

米
国

4
8
,8

0
1
 

4
1
.3

 
1

中
国

1
5
,5

7
5
 

1
3
.2

 
2

英
国

1
4
,0

8
1
 

1
1
.9

 
3

ド
イ

ツ
1
3
,2

5
4
 

1
1
.2

 
4

フ
ラ

ン
ス

8
,7

4
0
 

7
.4

 
5

カ
ナ

ダ
7
,3

0
2
 

6
.2

 
6

イ
タ

リ
ア

7
,0

2
0
 

5
.9

 
7

日
本

6
,4

3
1
 

5
.4

 
8

2
0
0
0
年

－
2
0
0
2
年

（
P

Y
）

(平
均

)

T
o
p1

0
％

補
正

論
文

数
（
整

数
カ

ウ
ン

ト
）

国
名

論
文

数
シ

ェ
ア

世
界

ラ
ン

ク

米
国

3
6
,3

5
8
 

4
8
.4

 
1

英
国

8
,5

3
1
 

1
1
.4

 
2

ド
イ

ツ
7
,5

6
3
 

1
0
.1

 
3

日
本

5
,6

1
0
 

7
.5

 
4

フ
ラ

ン
ス

5
,3

0
0
 

7
.1

 
5

カ
ナ

ダ
4
,0

4
1
 

5
.4

 
6

イ
タ

リ
ア

3
,3

6
0
 

4
.5

 
7

中
国

2
,3

6
0
 

3
.1

 
1
0

８
位

４
位

【
支

援
対

象
機

関
（
2
2
機

関
）
】

2
-
3
.①

大
学

改
革

の
着

実
な

実
施

と
更

な
る

改
革

の
実

現
に

向
け

た
取

組
「
国

立
大

学
改

革
プ

ラ
ン

」
を

進
め

る
中

で
、

大
学

の
研

究
力

の
強

化
や

国
際

的
に

競
争

力
の

あ
る

卓
越

し
た

大
学

院
の

形
成

を
進

め
る

。

「
日

本
再

興
戦

略
」
（平

成
2
5年

6
月

14
日

閣
議

決
定

）

第
Ⅱ

．
一

．
３

．
⑤

研
究

支
援

人
材

の
た

め
の

資
金

確
保

研
究

者
が

研
究

に
没

頭
し

、
成

果
を

出
せ

る
よ

う
、

研
究

大
学

強
化

促
進

事
業

等
の

施
策

を
推

進
し

、
リ

サ
ー

チ
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
等

の
研

究
支

援
人

材
を

着
実

に
配

置
す

る
。

４
億

円
３

億
円

２
億

円

国
立

大
学

（1
7機

関
）

東
北

大
学

、
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

京
都

大
学

筑
波

大
学

、
東

京
医

科
歯

科
大

学
、

東
京

工

業
大

学
、

電
気

通
信

大
学

、
大

阪
大

学
、

広

島
大

学
、

九
州

大
学

、
奈

良
先

端
科

学
技

術

大
学

院
大

学

北
海

道
大

学
、

豊
橋

技
術

科

学
大

学
、

神
戸

大
学

、
岡

山

大
学

、
熊

本
大

学

私
立

大
学

（2
機

関
）

－
早

稲
田

大
学

慶
應

義
塾

大
学

大
学

共
同

利
用

機
関

（3
機

関
）

－
自

然
科

学
研

究
機

構
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
、

情
報

・シ
ス

テ
ム

研
究

機
構

－

合
計

4機
関

12
機

関
6機

関

設
置

形
態

配
分

額

、
５

年
目

に
中

間
評

価
。

④
毎

年
度

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
、

５
年

目
に

中
間

評
価

。

※
著

し
く
取

組
が

不
調

な
場

合
は

、
減

額
等

を
行

う
。

ま
た

、
指

標
の

見
直

し
、

支
援

対
象

機
関

の
再

選
定

も
検

討
。

「
日

本
再

興
戦

略
」
改

訂
2
0
1
5
（
平

成
2
7
年

6
月

3
0
日

閣
議

決
定

）
中

短
期

工
程

表
「
大

学
改

革
/科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
/
世

界
最

高
の

知
財

立
国

②
」

2
0
1
5年

度
～

・
研

究
支

援
人

材
に

関
す

る
予

算
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

継
続

的
に

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

し
、

必
要

に
応

じ
て

有
効

な
施

策
を

検
討

。

【
研

究
大

学
強

化
促

進
費

の
配

分
方

法
・
プ

ロ
セ

ス
】

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

～
世
界
水
準
の
研
究
大
学
群
の
増
強
～

平
成
２
８
年
度
要
求
･
要
望
額

：
6
,
2
0
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
6
,
2
0
0
百
万
円
）

程
度

程
度

程
度
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（
背

景
）
優

れ
た

頭
脳

の
獲

得
競

争
が

世
界

的
に

激
化

し
て

き
て

い
る

中
で

、
我

が
国

が
科

学
技

術
水

準
を

維
持

・
向

上
さ

せ
て

い
く
た

め
に

は
、

世
界

中
か

ら
研

究
者

が
「
そ

こ
で

研
究

し
た

い
」
と

集
う

拠
点

を
構

築
し

、
優

秀
な

人
材

の
世

界
的

な
流

動
の

「
環

」
の

中
に

位
置

づ
け

ら
れ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

（
概

要
）
大

学
等

へ
の

集
中

的
な

支
援

に
よ

り
、

シ
ス

テ
ム

改
革

の
導

入
等

の
自

主
的

な
取

組
を

促
し

、
優

れ
た

研
究

環
境

と
高

い
研

究
水

準
を

誇
る

「
目

に
見

え
る

拠
点

」
を

形
成

す
る

。

○
国

際
水

準
の

運
営

と
環

境
・
職

務
上

使
用

す
る

言
語

は
英

語
を

基
本

・
拠

点
長

の
強

力
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
・
ス

タ
ッ

フ
機

能
の

充
実

等
に

よ
り

研
究

者
が

専
念

で
き

る
環

境
等

同
時
達
成
に
よ
り

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
拠
点
を
構
築

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
水
準

-S
ci

en
ce

-

国
際
的
な
研
究
環
境
の
実
現

-G
lo

ba
liz

at
io

n-

研
究
組
織
の
改
革

-R
ef

or
m

-

融
合
領
域
の
創
出

-F
us

io
n-

○
中

核
と

な
る

研
究

者
の

物
理

的
な

集
合

○
国

か
ら

の
予

算
措

置
額

と
同

程
度

以
上

の
研

究
費

等
の

リ
ソ

ー
ス

の
別

途
確

保

・
総

勢
1
0
0
～

2
0
0
人

程
度

あ
る

い
は

そ
れ

以
上

（
W

P
Iフ

ォ
ー

カ
ス

は
7
0
人

～
）

・
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

主
任

研
究

者
（
P

I）
1
0
～

2
0
人

程
度

あ
る

い
は

そ
れ

以
上

（
W

P
Iフ

ォ
ー

カ
ス

は
7
人

～
）

・
研

究
者

の
う

ち
、

常
に

3
0
%
程

度
以

上
は

外
国

人

対
象

：
基

礎
研

究
分

野
期

間
：

1
0
～

1
5
年

（
平

成
1
9
年

度
よ

り
支

援
開

始
）

支
援

額
（
1
拠

点
あ

た
り

/
年

）
：

1
3
～

1
4
億

円
程

度
（
W

P
Iフ

ォ
ー

カ
ス

は
～

7
億

円
程

度
）

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：

ノ
ー

ベ
ル

賞
受

賞
者

や
著

名
外

国
人

有
識

者
等

に
よ

る
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

委
員

会
」
を

中
心

と
し

た
強

力
な

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
に

よ
る

、
丁

寧
な

状
況

把
握

と
き

め
細

や
か

な
進

捗
管

理
○

各
拠

点
と

も
国

内
外

よ
り

人
材

を
獲

得
、

平
均

で
研

究
者

の
約

4
0
％

が
外

国
人

。
英

語
使

用
が

名
実

と
も

に
「
当

た
り

前
」
。

○
各

拠
点

の
若

手
研

究
者

公
募

に
は

世
界

中
か

ら
応

募
、

海
外

民
間

財
団

か
ら

の
寄

附
を

獲
得

等
、

「
目

に
見

え
る

拠
点

」
と

し
て

知
ら

れ
る

存
在

に
。

○
世

界
ト

ッ
プ

の
大

学
等

と
同

等
あ

る
い

は
そ

れ
以

上
の

質
の

高
い

論
文

を
輩

出
。

先
行

拠
点

の
成

果
創

出
を

確
実

に
支

援
す

る

※
機

関
（
先

行
5
拠

点
）
か

ら
出

た
論

文
の

う
ち

、
他

の
研

究
者

か
ら

引
用

さ
れ

る
回

数
（
被

引
用

数
）

が
多

い
上

位
1
％

に
ラ

ン
ク

イ
ン

す
る

論
文

の
割

合
。

（
ト

ム
ソ

ン
ロ

イ
タ

ー
社

調
べ

（
2
0
0
7
年

～
2
0
13

年
））

拠
点

形
成

に
向

け
て

求
め

ら
れ

る
取

組

拠
点

の
イ

メ
ー

ジ

支
援

内
容

物
質

・
材

料
研

究
機

構
M

A
N

A

九
州

大
学

I2 C
N

E
R

（
平

成
22

 年
度

採
択

）

（
平

成
19

年
度

採
択

）

京
都

大
学

iC
eM

S
（
平

成
19

年
度

採
択

）

拠
点

長
：

北
川

進

拠
点

長
：

P
et

ro
s

S
of

ro
ni

s

名
古

屋
大

学
IT

bM
（
平

成
24

 年
度

採
択

）

拠
点

長
：
伊

丹
健

一
郎

東
京

工
業

大
学

E
LS

I
（
平

成
24

 年
度

採
択

）

拠
点

長
：
廣

瀬
敬

東
京

大
学

K
av

li
IP

M
U

（
平

成
19

年
度

採
択

）

拠
点

長
：

村
山

斉

筑
波

大
学

III
S

（
平

成
24

 年
度

採
択

）

拠
点

長
：

柳
沢

正
史

拠
点

長
：

青
野

正
和

東
北

大
学

A
IM

R
（
平

成
19

年
度

採
択

）

拠
点

長
：

小
谷

元
子

大
阪

大
学

IF
R

eC
（
平

成
19

年
度

採
択

）

拠
点

長
：
審

良
静

男
あ

き
ら

W
P

I拠
点

W
P

I拠
点

○
平

成
2
4
年

度
、

先
鋭

な
領

域
に

焦
点

を
絞

っ
た

拠
点

を
採

択
（
W

P
Iフ

ォ
ー

カ
ス

）
。

○
設

立
４

年
目

を
迎

え
る

フ
ォ

ー
カ

ス
３

拠
点

（
筑

波
大

学
III

S
、

東
京

工
業

大
学

E
L
S
I、

名
古

屋
大

学
IT

b
M

）
が

、
中

間
評

価
に

向
け

て
着

実
に

拠
点

構
築

を
進

め
ら

れ
る

よ
う

、
き

め
細

や
か

に
進

捗
を

把
握

・
支

援
。

○
先

鋭
な

領
域

に
お

け
る

世
界

の
競

争
に

新
規

参
入

し
、

「
国

際
基

準
で

世
界

と
戦

う
、

世
界

に
見

え
る

部
分

」
の

拡
大

を
目

指
す

。

拠
点

立
ち

上
げ

期
に

あ
る

3
拠

点
の

構
築

を
着

実
に

進
め

る

研
究

分
野

：
合

成
化

学
×

動
植

物
科

学
×

計
算

科
学

研
究

分
野

：
神

経
科

学
×

細
胞

生
物

学
×

生
化

学
等

研
究

分
野

：
地

球
惑

星
科

学
×

生
命

科
学

研
究

分
野

：
ﾏ

ﾃ
ﾘ
ｱ

ﾙ
･ﾅ

ﾉ
ｱ

ｰ
ｷ

ﾃ
ｸ
ﾄﾆ

ｸ
ｽ

（
材

料
科

学
×

化
学

×
物

理
学

）

研
究

分
野

：
数

学
×

材
料

科
学

等

研
究

分
野

：
物

質
-細

胞
統

合
科

学
（
化

学
×

物
理

学
×

細
胞

生
物

学
）

研
究

分
野

：
免

疫
学

×
画

像
化

技
術

×
生

体
情

報
学

研
究

分
野

：
数

学
×

物
理

学
×

天
文

学

研
究

分
野

：
工

学
×

触
媒

化
学

×
材

料
科

学
等

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
W
P
I）

■
質

の
高

い
論

文
の

輩
出

割
合
※

6.
24

%
5.

30
%

4.
63

%
4.

40
%

4.
39

%
4.

14
%

4.
11

%
4.

00
%

3.
18

%
3.

12
%

3.
10

%

ロ
ッ

ク
フ

ェ
ラ

ー
大

学

マ
サ

チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ

工
科

大
学

W
PI

 5
拠

点
の

平
均

値

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
工

科
大

学

ハ
ー

バ
ー

ド
大

学

ス
タ

ン
フ

ォ
ー

ド
大

学

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

学
バ

ー
ク

…

プ
リ

ン
ス

ト
ン

大
学

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学

ケ
ン

ブ
リ

ッ
ジ

大
学

マ
ッ

ク
ス

プ
ラ

ン
ク

協
会

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
9
,
7
4
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：

1
3
1
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
9
,
6
1
0
百
万
円
）

-50-



○
我

が
国

発
の

独
創

的
な

ア
イ

デ
ア

に
よ

る
学

術
研

究
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

ノ
ー

ベ
ル

賞
受

賞
に

つ
な

が
る

研
究

成
果

を
創

出
す

る
な

ど
、

欧
米

主
要

国
に

お
い

て
も

極
め

て

高
い

評
価

を
得

て
お

り
、

我
が

国
が

世
界

の
学

術
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
を

先
導

す
る

た
め

の
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
き

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
、

す
べ

て
の

研
究

分
野

の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
意

見
を

と
り

ま
と

め
た

学
術

版
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

示
さ

れ
た

優
先

度
に

基
づ

き
、

大
規

模
学

術
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
促

進
事

業
と

位
置

づ
け

、
戦

略
的

・
計

画
的

に
推

進
す

る

こ
と

に
よ

っ
て

国
際

競
争

力
を

強
化

す
る

。

○
併

せ
て

、
個

々
の

大
学

の
枠

を
越

え
た

研
究

機
関

・
研

究
者

が
多

数
参

画
し

、
我

が
国

の
国

際
的

な
頭

脳
循

環
ハ

ブ
と

な
る

研
究

拠
点

と
し

て
、

研
究

力
強

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
機

能
の

強
化

に
資

す
る

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
を

推
進

す
る

。

目
的

日
米

欧
の

３
国

が
「
重

力
波

」
の

世
界

初
観

測
を

目
指

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

進
行

中
。

日
本

は
高

度
な

技
術

力
を

駆
使

し
、

重
力

波
望

遠
鏡

の
高

性
能

化
の

実
証

に
他

国
に

先
ん

じ
て

成
功

。
Ｋ

Ａ
Ｇ

Ｒ
Ａ

に
よ

る
重

力
波

天
文

学
の

創
成

を
目

指
す

。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
予
言
し
た
重
力
波
（
時
空
の
歪
み
）
を
世
界
に
先
駆
け
て
観
測

○
人

類
共

通
の

知
の

創
出

ア
ル

マ
望

遠
鏡

に
よ

り
、

惑
星

が
作

ら
れ

つ
つ

あ
る

現
場

で
生

命
の

起
源

に
密

接
に

か
か

わ
る

糖
類

分
子

を
発

見
。
→

「
地

球
生

命
の

起
源

は
宇

宙
？

」
と

い
う

普
遍

的
な

知
的

好
奇

心
に

迫
る

。

○
我

が
国

の
国

際
的

な
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

学
術

研
究

の
研

究
水

準
が

向
上

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

振
動

の
確

認
に

よ
り

、
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
の

質
量

を
ゼ

ロ
と

す
る

従
来

の
標

準
理

論
を

覆
す

な
ど

ノ
ー

ベ
ル

賞
級

の
成

果
を

創
出

。
（
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

歴
：
小

柴
昌

俊
氏

、
小

林
誠

氏
、

益
川

敏
英

氏
）

○
産

業
界

等
と

の
連

携
に

よ
る

最
先

端
の

技
術

開
発

等
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

に
貢

献
遠

方
の

銀
河

を
観

測
す

る
た

め
に

開
発

さ
れ

た
す

ば
る

望
遠

鏡
の

超
高

感
度

C
C

D
カ

メ
ラ

技
術

が
、

レ
ン

ト
ゲ

ン
な

ど
の

医
療

用
X

線
カ

メ
ラ

に
応

用
。

事
業

の
効

果

歴
史
的
典
籍
を
活
用
し
た
異
分
野
融
合
研
究
の
醸
成
と
日
本
文
化
の
国
際
的
発
信

人
文

学
分

野
の

長
年

の
課

題
で

あ
る

研
究

の
細

分
化

、
従

来
型

の
研

究
手

法
か

ら
の

脱
却

を
図

る
た

め
、

「
日

本
語

の
歴

史
的

典
籍

の
国

際
共

同
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

」
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
歴

史
学

、
社

会
学

、
哲

学
、

医
学

な
ど

の
諸

分
野

の
研

究
者

が
多

数
参

画
す

る
異

分
野

融
合

研
究

を
醸

成
し

、
幅

広
い

国
際

共
同

研
究

の
展

開
を

目
指

す
。

世
界
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
先
導
す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業

ハ
ワ

イ
島

マ
ウ

ナ
ケ

ア
山

頂
域

に
、

日
・
米

・
カ

ナ
ダ

・
中

国
・
イ

ン
ド

の
国

際
協

力
事

業
と

し
て

口
径

3
0
ｍ

の
光

学
赤

外
線

望
遠

鏡
（
Ｔ

Ｍ
Ｔ

(T
h
ir

ty
 M

et
er

T
el

es
co

p
e)

）
を

建
設

し
、

第
二

の
地

球
探

査
と

生
命

の
確

認
、

ダ
ー

ク
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
性

質
の

解
明

、
宇

宙
で

最
初

に
誕

生
し

た
星

や
銀

河
の

検
出

と
宇

宙
の

夜
明

け
の

解
明

を
目

指
す

。

太
陽
系
外
惑
星
の
探
査
､
宇
宙
初
期
の
天
体
の
成
り
立
ち
な
ど
新
た
な
宇
宙
像
の
開
拓

３
０
ｍ
光
学
赤
外
線
望
遠
鏡
(
Ｔ
Ｍ
Ｔ
)
計
画
の
推
進

〔
自
然
科
学
研
究
機
構
国
立
天
文
台
〕

〔
C

ou
rte

sy
 T

M
T 

O
bs

er
va

to
ry

 C
or

po
ra

tio
n〕

国
内

外
の

約
１

万
人

以
上

の
研

究
者

が
集

結
。

次
世

代
を

担
う

若
手

研
究

者
を

育
成

。

我
が
国
の
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
支
え
る
情
報
基
盤
の
強
化

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
整
備

〔
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
〕

我
が

国
の

学
術

研
究

・
教

育
活

動
に

不
可

欠
な

学
術

情
報

基
盤

で
あ

る
Ｓ

ＩＮ
Ｅ

Ｔ
を

、
大

学
等

と
連

携
し

、
最

先
端

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

技
術

を
用

い
て

高
度

化
・
強

化
し

、
通

信
回

線
及

び
共

通
基

盤
等

を
整

備
・
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

、
最

先
端

の
学

術
研

究
を

は
じ

め
と

す
る

研
究

教
育

活
動

全
般

の
新

た
な

展
開

を
図

る
。

日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画

〔
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
〕

大
型
低
温
重
力
波
望
遠
鏡
(
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
)
計
画

〔
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
〕

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
6
,
7
4
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：
4
6
,
3
5
8
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
3
3
,
0
0
8
百
万
円
）
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４
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

多
様

な
人

材
の

育
成

や
活

躍
促

進
を

図
る

た
め

の
様

々
な

取
組

を
重

点
的

に
推

進
。

高
校

中
学

ス
ー

パ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ

）
事

業

大
学

■
高

校
段

階
の

次
世

代
人

材
育

成
の

高
度

化

大
学

院

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
育

成
促

進
事

業
（
Ｅ

Ｄ
Ｇ

Ｅ
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

特
別

研
究

員
事

業
ポ

ス
ド

ク

科
学

技
術

人
材

育
成

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
構

築
研

究
者

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

普
及

・
定

着
事

業

1
,3

2
7
百

万
円

(1
,3

2
7
百

万
円

)

1
,3

8
4
百

万
円

(1
,0

8
8
百

万
円

)
1
,5

8
2
百

万
円

(2
,0

8
4
百

万
円

)

1
9
,7

4
2
百

万
円

(1
6
,7

7
0
百

万
円

）

2
,3

7
8
百

万
円

(2
,3

6
1
百

万
円

)

研
究

公
正

推
進

事
業

資
金

配
分

機
関

の
連

携
に

よ
り

、
研

究
倫

理
教

育
に

関
す

る
標

準
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
教

材
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
研

究
倫

理
教

育
担

当
者

養
成

の
た

め
の

講
座

開
発

を
行

い
、

競
争

的
資

金
等

に
よ

り
行

わ
れ

る
研

究
活

動
に

参
画

す
る

全
て

の
研

究
者

に
研

究
倫

理
教

育
を

実
施

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

。

1
2
7
百

万
円

(1
1
8
百

万
円

)

■
若

手
研

究
者

等
の

育
成

・
活

躍
促

進

3
0
百

万
円

(1
5
百

万
円

)

1
,0

9
1
百

万
円

(8
6
5
百

万
円

)

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
（
Ｐ

Ｍ
）
の

育
成

・
活

躍
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
0
0
百

万
円

(1
0
0
百

万
円

)

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

究
環

境
実

現
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

■
女

性
研

究
者

の
活

躍
促

進

特
別

研
究

員
(R

P
D

)事
業

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

1
,0

1
9
百

万
円

(7
6
0
百

万
円

)
※

再
掲

研
究

と
出

産
・
育

児
・
介

護
等

と
の

両
立

や
女

性
研

究
者

の
研

究
力

向
上

等
を

通
じ

た
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

な
ど

、
研

究
環

境
の

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
実

現
を

支
援

。

■
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
へ

の
対

応

科
学

技
術

、
理

科
・
数

学
へ

の
さ

ら
な

る
関

心
向

上
優

れ
た

素
質

を
持

つ
生

徒
の

発
掘

・
才

能
の

伸
長

◆
各

学
校

段
階

に
お

け
る

力
試

し
・

切
磋

琢
磨

の
場

国
際

科
学

技
術

コ
ン

テ
ス

ト

○
優

秀
な

若
手

研
究

者
に

対
す

る
自

由
で

主
体

的
な

研
究

機
会

の
提

供

○
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
担

い
手

と
な

る
多

様
な

人
材

の
育

成
・
確

保

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
3
2
,
3
3
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
9
,
4
5
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
2
7
,
8
5
3
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
我

が
国

を
牽

引
す

る
若

手
研

究
者

の
育

成
・
活

躍
促

進

卓
越

研
究

員
制

度
の

創
設

1
,5

4
0
百

万
円

(新
規

)

優
れ

た
若

手
研

究
者

が
産

学
官

の
研

究
機

関
か

ら
最

適
な

場
所

を
選

ん
で

安
定

か
つ

独
立

し
た

研
究

環
境

の
下

で
挑

戦
的

な
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
こ

の
よ

う
な

新
た

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

拓
く
た

め
の

制
度

を
創

設
す

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ャ

ン
パ

ス
事

業
7
7
8
百

万
円

(6
0
1
百

万
円

)

先
進

的
な

理
数

系
教

育
を

実
施

す
る

高
等

学
校

等
を

S
S

H
に

指
定

し
、

学
習

指
導

要
領

に
よ

ら
な

い
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

開
発

・
実

践
や

課
題

研
究

の
推

進
、

科
学

技
術

系
人

材
の

育
成

等
を

支
援

す
る

。

女
子

中
高

生
の

理
系

分
野

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

、
適

切
な

理
系

進
路

の
選

択
を

可
能

に
す

る
た

め
、

地
域

や
企

業
等

と
連

携
し

た
取

組
な

ど
を

実
施

す
る

大
学

等
を

支
援

。
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我
が

国
を

牽
引

す
る

優
秀

な
研

究
者

の
新

た
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
提

示
し

、
若

手
を

研
究

職
に

惹
き

つ
け

る
。

特
定

研
究

大
学

や
卓

越
大

学
院

等
に

お
い

て
、

優
れ

た
若

手
研

究
者

が
安

定
し

た
ポ

ス
ト

に
つ

き
な

が
ら

、
独

立
し

た
自

由
な

研
究

環
境

の
下

で
活

躍
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

「
卓

越
研

究
員

」
制

度
を

創
設

。
（
「
日

本
再

興
戦

略
改

訂
2
0
1
5
」
（
平

成
2
7
年

６
月

閣
議

決
定

）
）

国
立

大
学

に
つ

い
て

は
、

「
国

立
大

学
経

営
力

戦
略

」
等

に
基

づ
く
自

己
改

革
を

基
盤

と
し

て
、

若
手

が
活

躍
で

き
る

環
境

を
整

備
。

卓
越
研
究
員
制
度
の
創
設

卓
越

研
究

員

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

、
候

補
者

決
定

（
※

３
）

若
手

研
究

者
が

「
卓

越
研

究
員

」
に

申
請

（
※

２
）

希
望

が
一

致
し

た
機

関
で

の
雇

用

趣
旨 《
卓

越
研

究
員

》
・

新
た

な
研

究
領

域
に

挑
戦

す
る

よ
う

な
若

手
研

究
者

が
、

安
定

か
つ

独
立

し
て

研
究

を
推

進
で

き
る

環
境

を
実

現

・
全

国
の

産
学

官
の

研
究

機
関

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

て
活

躍
し

う
る

新
た

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

開
拓

主 副克
服

す
べ

き
課

題

○
研

究
領

域
：

自
然

科
学

、
人

文
・
社

会
科

学
の

全
分

野
○

人
数

：
2
0
0
名

程
度

（
毎

年
度

）
○

受
入

機
関

：
国

公
私

立
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

、
民

間
企

業
等

○
支

援
内

容
：

1
人

当
た

り
研

究
費

6
0
0
万

円
上

限
（
２

年
）

研
究

環
境

整
備

費
3
0
0
万

円
上

限
（
６

年
）

※
そ

の
他

、
審

査
等

経
費

（
１

億
円

）
を

計
上

。

概
要

受
入

れ
希

望
機

関
が

ポ
ス

ト
を

提
示

(※
１

)

受
入

れ
ポ

ス
ト

の
一

覧
化

公
開

国
又

は
中

立
的

な
公

的
機

関

制
度

イ
メ

ー
ジ

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
5
4
0
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
5
4
0
百
万
円

特
定

研
究

大
学

（
仮

称
）

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

（
仮

称
）

民
間

企
業

大
学

卓
越

大
学

院
（
仮

称
）

※
１

．
受

入
れ

ポ
ス

ト
の

主
な

要
件

（
案

）
・
学

長
等

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
基

づ
き

、
受

入
れ

希
望

機
関

の
将

来
構

想
に

基
づ

く
ポ

ス
ト

で
あ

っ
て

、
若

手
研

究
者

の
自

立
的

な
研

究
環

境
が

用
意

さ
れ

て
い

る
こ

と
・
年

俸
制

（
無

期
）
、

又
は

当
初

の
雇

用
期

間
が

５
年

程
度

（
民

間
に

お
い

て
は

３
年

程
度

）
か

つ
当

該
期

間
後

の
テ

ニ
ュ

ア
化

等
の

条
件

を
明

示
し

て
い

る
こ

と
等

※
２

．
当

面
の

間
は

、
受

入
れ

希
望

機
関

か
ら

の
推

薦
を

得
て

い
る

者
も

含
む

。

※
３

．
新

た
な

研
究

領
域

の
開

拓
を

実
現

で
き

る
よ

う
な

者
を

選
定

。

国
公

私
立

大
学

国
立

研
究

開
発

法
人

【
若

手
の

処
遇

】
不

安
定

な
雇

用
に

よ
っ

て
、

新
た

な
領

域
に

挑
戦

し
、

独
創

的
な

成
果

を
出

す
よ

う
な

若
手

研
究

者
が

減
少

【
流

動
性

の
促

進
】

産
学

官
の

セ
ク

タ
ー

間
を

越
え

た
流

動
性

が
低

く
、

急
速

な
産

業
構

造
の

変
化

へ
の

対
応

が
困

難
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ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

究
環

境
実

現
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
女
性
の
活
躍
促
進

○
我

が
国

の
女

性
研

究
者

数
は

増
加

傾
向

に
あ

る
が

、
そ

の
割

合
は

、
諸

外
国

と
比

較
し

て
、

な
お

低
い

水
準

。
研

究
者

が
研

究
活

動
を

継
続

す
る

上
で

、
出

産
・
育

児
・
介

護
等

と
の

両
立

が
困

難
で

あ
り

、
そ

の
影

響
も

あ
り

、
上

位
職

に
占

め
る

女
性

の
割

合
が

低
い

。
○

自
然

科
学

系
の

大
学

学
部

・
大

学
院

に
占

め
る

女
性

の
割

合
は

低
い

。

現
状

認
識

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
4
3
3
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
5
5
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
,
8
6
3
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
様

々
な

視
点

を
持

っ
た

研
究

者
等

が
共

に
研

究
活

動
を

行
う

環
境

が
構

築
さ

れ
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

生
み

出
さ

れ
る

こ
と

を
期

待

○
女

性
が

理
工

系
へ

の
進

路
を

選
択

し
、

そ
の

能
力

を
活

か
し

社
会

の
様

々
な

場
に

お
い

て
活

躍
す

る
こ

と
を

期
待

支
援

対
象

等

期
待

さ
れ

る
効

果

1
,3

8
4
百

万
円

（
1
,0

8
8
百

万
円

）

○
対

象
：
研

究
中

断
か

ら
復

帰
す

る
博

士
課

程
修

了
者

等
○

支
援

人
数

：
1
7
5
人

⇒
 2

2
5
人

（
新

規
1
0
0
人

(前
年

2
5人

増
)）

○
月

額
：
3
6
.2

万
円

○
採

用
期

間
：
３

年
間

特
別

研
究

員
（
R

P
D

）

優
れ

た
研

究
者

が
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

後
に

、
円

滑
に

研
究

現
場

に
復

帰
す

る
こ

と
を

支
援

1
,0

1
9
百

万
円

（
7
6
0
百

万
円

）

支
援

対
象

等

3
7
.8

%
3
3
.6

%

2
6
.8

%
2
5
.6

%

1
8
.2

%

1
4
.6

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

英
国

米
国

ド
イ

ツ
フ

ラ
ン

ス
韓

国
日

本

主
要

先
進

国
に

お
け

る
女

性
研

究
者

の
割

合

〈
出

典
〉

総
務

省
「
科

学
技

術
研

究
調

査
報

告
」
、

O
E
C

D
“
M

ai
n

S
c
ie

n
c
e
 

an
d
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
 

In
d
ic

at
o
rs

”
、

N
S
F
 

“
 S

c
ie

n
c
e
 a

n
d
 

E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

In
d
ic

at
o
rs

 2
0
1
4
 ”

を
基

に
文

部
科

学
省

作
成

平
成
２
６
年
度
学
校
基
本
調
査
よ
り
文
部
科
学
省
作
成

大
学

入
学

者
に

占
め

る
女

性
割

合

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

支
援

取
組

：
単

一
の

機
関

内
で

の
部

局
横

断
的

な
取

組
（
特

色
型

）
や

複
数

機
関

で
連

携
し

、
地

域
や

分
野

に
お

け
る

女
性

研
究

者
の

活
躍

を
牽

引
す

る
取

組
（
牽

引
型

）
を

支
援

○
補

助
金

額
：
４

千
万

円
程

度
/
年

(特
色

型
)、

８
千

万
円

程
度

/
年

(牽
引

型
)

○
実

施
期

間
：
５

～
６

年
間

（
う

ち
補

助
期

間
３

年
間

）
（
※

法
人

の
改

革
サ

イ
ク

ル
と

整
合

）

研
究

と
出

産
・
育

児
・
介

護
等

と
の

両
立

や
女

性
研

究
者

の
研

究
力

の
向

上
を

通
じ

た
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
一

体
的

に
推

進
す

る
な

ど
、

研
究

環
境

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

実
現

に
関

す
る

目
標

・
計

画
を

掲
げ

、
優

れ
た

取
組

を
実

施
す

る
大

学
等

を
選

定
し

、
重

点
支

援
。

事
業

概
要

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

女
子

中
高

生
の

理
系

分
野

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

、
適

切
な

理
系

進
路

の
選

択
を

可
能

に
す

る
た

め
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
実

験
教

室
等

の
取

組
に

加
え

、
地

域
や

企
業

等
と

連
携

し
た

取
組

な
ど

を
実

施
す

る
大

学
等

を
支

援
す

る
。

支
援

対
象

等

○
対

象
機

関
：
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
参

加
す

る
大

学
・
研

究
機

関
・
民

間
企

業
・
教

育
委

員
会

等
の

う
ち

代
表

す
る

機
関

○
支

援
取

組
：
文

理
選

択
に

迷
う

女
子

中
高

生
に

効
果

的
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
た

め
に

、
学

校
・
家

庭
・

地
域

が
連

携
し

た
地

域
ぐ

る
み

の
取

組
を

支
援

○
支

援
金

額
：
3
0
0
万

円
／

年
・
件

×
1
0
件

○
実

施
期

間
：
２

年
間

3
0
百

万
円

（
1
5
百

万
円

）
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理
数

へ
の

関
心

の
向

上

先
進

的
な

科
学

技
術

、
理

科
・
数

学
教

育
を

通
し

て
、

生
徒

の
科

学
的

能
力

や
科

学
的

思
考

力
等

を
培

い
、

将
来

の
国

際
的

な
科

学
技

術
関

係
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
、

先
進

的
な

理
数

系
教

育
を

実
施

す
る

高
等

学
校

等
を

「
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

（
S
S
H

）
」
と

し
て

指
定

し
支

援
。

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）
支
援
事
業

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
3
7
8
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
4
0
1
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
2
,
3
6
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

（
※

指
定

期
間

：５
年

、
支

援
額

：年
間

９
～

16
百

万
円

、
指

定
校

：2
03

校
（Ｈ

27
現

在
））

○
学

習
指

導
要

領
の

枠
を

超
え

、
理

数
を

重
視

し
た

教
育

課
程

を
編

成

○
主

体
的

・
協

働
的

な
学

び
（
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
を

重
視

○
研

究
者

の
講

義
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
に

よ
る

興
味

関
心

の
喚

起

○
国

際
的

な
活

動
（
海

外
生

徒
と

の
交

流
、

国
際

学
会

で
の

発
表

等
）

○
上

記
取

組
を

高
大

連
携

や
企

業
連

携
に

よ
り

高
度

に
実

施

＜
重

点
枠

の
設

定
＞

（
※

期
間

：最
長

３
年

、
支

援
額

：年
間

７
～

13
百

万
円

、
指

定
校

：1
9校

（Ｈ
27

現
在

））

科
学

技
術

人
材

育
成

の
中

核
拠

点
と

し
て

、
更

な
る

取
組

を
行

う
学

校
を

重
点

枠
に

指
定

・理
数

系
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

指
導

法
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
を

他
の

学
校

へ
普

及
し

、
地

域
全

体
の

理
数

系
教

育
の

向
上

を
目

指
す

。
・海

外
の

先
進

的
な

理
数

系
教

育
を

行
う

学
校

等
と

の
定

常
的

な
連

携
関

係
を

構
築

し
、

国
際

性
の

育
成

を
図

る
。

主
体

的
に

課
題

を
発

見
解

決
に

結
び

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
、

将
来

の
国

際
的

な
科

学
技

術
関

係
人

材
を

育
成

S
S

Ｈ
校

は
、

全
国

に
お

け
る

科
学

技
術

人
材

育
成

の
拠

点
、

理
科

・
数

学
へ

の
関

心
を

喚
起

す
る

拠
点

と
し

て
の

役
割

「
第

２
期

教
育

振
興

基
本

計
画

」
（
抄

）
（
平

成
2
5
年

６
月

1
4
日

閣
議

決
定

）
・
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

の
取

組
を

充
実

さ
せ

る
・
・
・
理

数
系

人
材

の
養

成
に

向
け

た
取

組
を

総
合

的
に

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

理
数

好
き

の
生

徒
等

を
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

優
れ

た
素

質
を

持
つ

生
徒

等
を

発
掘

し
、

そ
の

才
能

を
伸

ば
し

，
科

学
技

術
人

材
を

戦
略

的
・
体

系
的

に
育

成
・
確

保
す

る
。

「
教

育
再

生
実

行
会

議
（
第

七
次

提
言

）
」
（
抄

）
（
平

成
2
7
年

５
月

1
4
日

）
・
特

に
優

れ
た

才
能

を
有

す
る

人
材

の
発

掘
・
育

成
」
の

取
組

と
し

て
、

「
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

・
・
・
の

取
組

に
つ

い
て

、
学

校
現

場
で

成
果

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
運

用
の

弾
力

化
を

含
め

、
引

き
続

き
充

実
強

化
す

る
。

」

○
海

外
連

携
の

組
織

的
推

進
○

ア
ジ

ア
サ

イ
エ

ン
ス

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
in

 シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

／
京

都
○

「
サ

イ
エ

ン
ス

英
語

」
に

お
け

る
共

同
実

験

○
県

内
の

小
中

高
大

が
連

携
○

全
県

規
模

の
「
千

葉
サ

イ
エ

ン
ス

ス
ク

ー
ル

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」
開

催
○

高
大

連
携

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

高
度

な
課

題
研

究
（
平

成
2
7
年

度
生

徒
研

究
発

表
大

会
表

彰
テ

ー
マ

）

○
凸

レ
ン

ズ
に

お
け

る
「
“
副

実
像

”
の

出
現

位
置

の
数

式
化

」
(熊

本
県

立
宇

土
中

学
校

・
高

等
学

校
)

○
関

東
平

野
の

竜
巻

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
研

究
－

竜
巻

再
現

実
験

装
置

の
開

発
を

通
し

て
－

(沖
縄

県
立

球
陽

高
等

学
校

)

⇒
「
課

題
研

究
」
(科

学
に

関
す

る
課

題
を

設
定

し
、

観
察

・
実

験
等

を
通

し
た

研
究

)に
お

い
て

、
大

学
・
企

業
等

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

主
体

的
･協

働
的

に
学

習
・
研

究
を

実
施

。
⇒

「
課

題
研

究
」
(科

学
に

関
す

る
課

題
を

設
定

し
、

観
察

・
実

験
等

を
通

し
た

研
究

)に
お

い
て

、
大

学
・
企

業
等

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

主
体

的
･協

働
的

に
学

習
・
研

究
を

実
施

。

⇒
児

童
生

徒
の

理
数

へ
の

関
心

の
喚

起
⇒

児
童

生
徒

の
理

数
へ

の
関

心
の

喚
起

（
京

都
府

立
嵯

峨
野

高
校

）
（
千

葉
県

立
船

橋
高

校
）

Ｓ
Ｓ

Ｈ
校

の
主

な
特

徴

海
外

連
携

⇒
国

際
的

に
活

躍
す

る
意

欲
能

力
の

育
成

⇒
国

際
的

に
活

躍
す

る
意

欲
能

力
の

育
成

《
Ｓ

Ｓ
Ｈ

校
に

お
け

る
先

進
的

な
取

組
事

例
》
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○
競

争
的

資
金

等
の

研
究

資
金

を
通

じ
、

多
く
の

研
究

成
果

が
創

出
さ

れ
る

一
方

で
、

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

へ
の

対
応

も
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
に

対
し

、
文

部
科

学
省

に
お

い
て

は
、

新
た

に
「
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
へ

の
対

応
等

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

策
定

し
、

配
分

機
関

に
対

し
、

以
下

の
事

項
を

文
部

科
学

省
と

連
携

し
て

実
施

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
る

。

①
研

究
倫

理
教

育
に

関
す

る
標

準
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
教

材
の

作
成

、
各

研
究

機
関

の
研

究
倫

理
教

育
責

任
者

の
知

識
向

上
の

た
め

の
支

援
②

競
争

的
資

金
等

に
よ

り
行

わ
れ

る
研

究
活

動
に

参
画

す
る

全
て

の
研

究
者

に
対

す
る

研
究

倫
理

教
育

の
実

施
確

認

新
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
協

力
体

制
新

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
協

力
体

制

文
部

科
学

省

対
象

者
○

倫
理

教
育

責
任

者
○

研
究

者
等

研
究

機
関

・
教

育
機

関
等

啓
発

・
普

及

助
言

・
指

導

＜
文

部
科

学
省

＞
○

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
履

行
状

況
調

査
等

（
７

百
万

円
）

連
携

・
協

力

＜
日

本
学

術
振

興
会

＞
（
4
1
百

万
円

）
＜

科
学

技
術

振
興

機
構

＞
（
5
0
百

万
円

）

＜
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
＞

（
3
0
百

万
円

）

研
究

倫
理

教
育

教
材

の
開

発
・
普

及

研
究

倫
理

教
育

高
度

化

○
電

子
教

材
の

運
用

・
保

守
・
改

修
・
拡

充
、

電
子

教
材

の
英

語
版

開
発

、
電

子
教

材
の

説
明

会
開

催

○
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
作

成
・
配

信
運

営
等

○
競

争
的

資
金

等
事

業
と

の
連

携
整

備
、

研
究

機
関

等
に

よ
る

活
用

の
促

進

○
個

別
事

案
の

情
報

把
握

や
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
高

度
化

等
の

た
め

の
研

究
公

正
推

進
担

当
者

の
配

置

○
研

究
機

関
に

お
け

る
不

正
行

為
を

防
止

す
る

体
制

の
構

築
の

相
談

対
応

・
助

言

不
正

防
止

・
対

応
相

談
窓

口

○
分

野
別

教
材

（
医

療
分

野
）
の

開
発

（
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
D

V
D

等
）
及

び
電

子
教

材
等

の
開

発
・
普

及

背
景

事
業

概
要

※
各

機
関

独
自

の
基

盤
整

備
は

別
途

予
算

研
究
公
正
推
進
事
業
（
日
本
学
術
振
興
会
/
科
学
技
術
振
興
機
構
/

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
）

平
成
2
8
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
2
7
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額
：
1
1
百
万
円

（
平
成
2
7
年
度
予
算
額

：
1
1
8
百
万
円
)

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

○
研

究
倫

理
教

育
担

当
者

養
成

の
た

め
の

講
座

開
発

（
新

規
）

○
各

研
究

機
関

に
お

い
て

、
研

究
倫

理
教

育
が

着
実

に
行

わ
れ

、
か

つ
、

高
度

化
が

な
さ

れ
る

よ
う

、
資

金
配

分
機

関
が

連
携

・
協

力
体

制
を

構
築

し
、

研
修

会
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
実

施
等

を
通

じ
て

、
連

携
を

し
な

が
ら

支
援

日
本

学
術

振
興

会
科

学
技

術
振

興
機

構

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構
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目
的

に
応

じた
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

形
成

に
よ

り、
効

率
的

・効
果

的
に

研
究

開
発

基
盤

を
自

立
的

に
維

持
・発

展

NM
R

レ
ー

ザ
ー

ナ
ノテ

クP
F、

HP
CI

、光
ビー

ム
PF

、N
M

R共
用

PF

５
．
最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
共
用
の
促
進

大
型

放
射

光
施

設
「S

Pr
in

g-
8」

Ｘ
線

自
由

電
子

レー
ザー

施
設

「S
AC

LA
」

共
用

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

※
3

ス
ー

パ
ー

コン
ピ

ュー
タ

「京
」

大
強

度
陽

子
加

速
器

施
設

「J
-P

AR
C」

ポ
ス

ト
「京

」の
開

発

人
材

育
成

共
通

基
盤

技
術

の
開

発

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

の
共

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

指
定

放
射

光
施

設

生
命

科
学

や
地

球
・惑

星
科

学
等

の
基

礎
研

究
か

ら
新

規
材

料
開

発
や

創
薬

等
の

産
業

利
用

に
至

る
ま

で
幅

広
い

分
野

の
研

究
者

に
世

界
最

高
性

能
の

放
射

光
利

用
環

境
を

提
供

し、
学

術
的

に
も

社
会

的
に

も
イン

パ
クト

の
高

い
成

果
の

創
出

を
促

進
。

国
家
基
幹
技
術
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

の
性

能
（

超
高

輝
度

、極
短

パ
ル

ス
幅

、高
コヒ

ー
レ

ン
ス

）
を

最
大

限
に

活
か

し
、

原
子

レ
ベ

ル
の

超
微

細
構

造
解

析
や

化
学

反
応

の
超

高
速

動
態

・変
化

の
瞬

時
計

測
・分

析
等

の
最

先
端

研
究

を
実

施
。

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

大
強

度
陽

子
ビー

ム
か

ら生
成

され
る

中
性

子
、ミ

ュオ
ン

等
の

多
彩

な
２

次
粒

子
ビー

ム
を

利
用

し、
素

粒
子

・原
子

核
物

理
、

物
質

・生
命

科
学

、産
業

利
用

な
ど広

範
な

分
野

に
お

い
て

先
導

的
な

研
究

成
果

を
創

出
。

10
6億

円
※

1 （
93

億
円

※
1 ）

78
億

円
※

2 （
75

億
円

※
2 ）

15
9億

円
（

14
6億

円
）

11
4億

円
（

10
4億

円
）

※
1 

SA
CL

A分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

※
2 

 S
Pr

in
g-

8分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

我
が

国
が

世
界

に
誇

る
最

先
端

の
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

を
進

め
る

こと
に

よ
り、

産
学

官
の

研
究

開
発

ポ
テ

ンシ
ャル

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
の

基
盤

を
強

化
し、

世
界

を
先

導
す

る
学

術
研

究
・産

業
利

用
成

果
の

創
出

等
を

通
じて

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

に
よ

る
共

用

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タ「

京
」を

中
核

とし
、多

様
な

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
革

新
的

な
計

算
環

境
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｉ

：
革

新
的

ハ
イパ

フォ
ー

マ
ン

ス
・コ

ン
ピュ

ー
テ

ィン
グ

・イ
ン

フラ
）

を
構

築
し

、そ
の

利
用

を
推

進
す

る
こと

で
、我

が
国

の
科

学
技

術
の

発
展

、産
業

競
争

力
の

強
化

、安
全

・
安

心
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

。

我
が

国
が

直
面

す
る

社
会

的
・科

学
的

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

、2
02

0年
をタ

ー
ゲ

ット
とし

、世
界

トッ
プレ

ベ
ル

の
ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タと
、課

題
解

決
に

資
す

る
アプ

リケ
ー

シ
ョン

を
協

調
的

に
開

発
（

Co
-d

es
ig

n）
し、

世
界

を
先

導
す

る
成

果
の

創
出

を目
指

す
。

※
3 

「３
．

基
礎

研
究

力
強

化
と世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

の
形

成
」に

計
上

7,
66

4百
万
円
（
3,

97
2百
万
円
）

44
,3

15
百
万
円
（
40

,3
20
百
万
円
）

最
先

端
大

型
研

究
施

設

研
究

開
発

基
盤

を支
える

設
備

・機
器

共
用

及
び

維
持

・高
度

化
等

の
推

進
～

研
究

開
発

と共
用

の
好

循
環

の
実

現
～

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

民
間

活
力

の
導

入
等

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
1
,
9
7
9
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
4
,
9
8
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
4
4
,
2
9
2
百
万
円
）
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ポ
ス
ト
｢
京
｣
の
開
発
（
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
2
0
2
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

※
 F

LO
PS

（
ﾌﾛ

ｯﾌ
ﾟｽ

）
：

1秒
間

に
計

算
が

で
き

る
回

数
（

能
力

）
を

表
した

値

概
要

総
事

業
費

約
1,

30
0億

円
（

うち
国

費
分

約
1,

10
0億

円
）

背
景

汎
用

性
の

高
い

シ
ス

テ
ム

とア
プ

リケ
ー

シ
ョン

を
協

調
的

に
開

発
。

健
康

長
寿

、防
災

・減
災

、エ
ネ

ル
ギ

ー
、も

の
づ

くり
分

野
等

か
ら選

定
され

た
社

会
的

・科
学

的
課

題
に

つ
い

て
、ア

プ
リケ

ー
シ

ョン
を

開
発

。
（

重
点

的
な

応
用

分
野

の
明

確
化

とし
て

、九
つ

の
重

点
課

題
と、

新
た

に
取

り組
む

べ
きチ

ャレ
ン

ジ
ング

な
課

題
で

あ
る

四
つ

の
萌

芽
的

課
題

を設
定

）

世
界

最
高

水
準

の
ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タは
、理

論
、実

験
と並

ぶ
科

学
技

術
の

第
3の

手
法

で
あ

る
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
の

た
め

の
強

力
な

ツー
ル

とし
て

、我
が

国
の

競
争

力
の

源
泉

とな
る

先
端

的
な

研
究

成
果

を
生

み
出

す
研

究
開

発
基

盤
。

科
学

技
術

の
振

興
、産

業
競

争
力

の
強

化
、国

民
生

活
の

安
全

・安
心

の
確

保
等

に
不

可
欠

な
基

幹
技

術
で

あ
り、

国
の

競
争

力
等

を
左

右
す

る
た

め
、各

国
が

熾
烈

な
開

発
競

争
。

開
発

ス
ケ

ジ
ュー

ル

観
測

ビッ
クデ

ー
タを

活
用

した
高

速
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
で

、リ
ア

ル
タイ

ム
・ピ

ン
ポ

イン
トな

豪
雨

予
測

を
実

施
気 象 ・ 気 候

期
待

さ
れ

る
ア

ウ
ト

カ
ム

例

我
が

国
が

直
面

す
る

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

20
20

年
を

ター
ゲ

ット
に

、世
界

最
高

水
準

の
汎

用
性

の
あ

る
ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タの
実

現
を目

指
す

。

も の づ く り

新 物 質 創 成

個 別 化 医 療

医
療

ビッ
クデ

ー
タ解

析
等

に
よ

り、
個

人
ご

との
が

ん
の

予
防

と治
療

戦
略

を
実

現

ナ
ノス

ケ
ー

ル
で

の
特

性
を

予
測

し、
最

適
な

材
料

の
探

索
・創

製
に

よ
り次

世
代

の
デ

バ
イス

を
設

計

実
機

・実
ス

ケ
ー

ル
の

超
高

精
度

解
析

を
実

施
し、

航
空

機
の

燃
費

改
善

や
安

全
性

の
向

上
に

貢
献

S
iC
界
面
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
例

主
要

国
の

１
位

の
ス

パ
コン

性
能

推
移

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
6
6
4
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
3
,
9
7
2
百
万
円
）
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大
型
放
射
光
施
設
（
S
P
ri
n
g
-
8
）
の
整
備
・
共
用

SP
rin

g-
8は

、世
界

最
高

性
能

の
放

射
光

を
利

用
す

る
施

設
（

平
成

9年
運

用
開

始
か

ら1
8年

以
上

が
経

過
）

。
放

射
光

を
用

い
る

こと
で

微
細

な
物

質
の

構
造

や
状

態
の

解
析

が
可

能
な

こと
か

ら、
健

康
・医

療
や

環
境

・エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど、
様

々
な

分
野

で
革

新
的

な
研

究
開

発
に

貢
献

。

●
SP

ri
ng

-8
の

最
大

限
の

共
用

運
転

の
実

施
8,

78
1百

万
円

（
7,

87
8百

万
円

）
・施

設
の

6,
00

0時
間

運
転

・維
持

管
理

に
必

要
な

経
費

●
特

定
放

射
光

施
設

（
SP

ri
ng

-8
・S

AC
LA

）
の

利
用

促
進

（
※

）
1,

37
9百

万
円

（
1,

38
1百

万
円

）
・利

用
促

進
（

利
用

者
選

定
・利

用
支

援
）

に
必

要
な

経
費

（
※

）
SP

rin
g-

8及
び

SA
CL

Aの
利

用
促

進
業

務
を

一
体

的
・効

率
的

に
実

施

●
SP

ri
ng

-8
経

年
劣

化
対

策
41

0百
万

円
（

新
規

）
・受

変
電

設
備

の
更

新

「S
ci
en
ce
（
20
00
.8
.4
号
）
」に
掲
載

医
学

的
に

重
要

な
膜

タ
ン

パ
ク

質
ロ

ドプ
シ

ン
の

立
体

構
造

を
決

定

医
学

的
に

極
め

て
重

要
な

ター
ゲ

ット
に

な
る

と
され

る
哺

乳
類

由
来

の
膜

タン
パ

ク質
「ロ

ドプ
シ

ン」
の

立
体

構
造

を
決

定
。医

薬
品

開
発

に
大

きな
影

響
を与

え
る

も
の

と期
待

。

論
文

引
用

回
数

約
3,

80
0回

【理
化

学
研

究
所

】

◆
健

康
・医

療
分

野
へ

の
貢

献
◆

環
境

・エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
へ

の
貢

献
高

性
能

な
低

燃
費

タ
イ

ヤ
の

開
発

：
「時

分
割

二
次

元
極

小
角

X線
散

乱
法

（
2D

-U
SA

XS
）

」の
確

立

ゴ
ム

中
の

ナ
ノ粒

子
（

シ
リカ

）
の

三
次

元
配

置
を精

密
に

計
測

す
る

技
術

を
開

発
し、

その
成

果
を高

性
能

・高
品

質
タイ

ヤ
用

の
新

材
料

設
計

の
た

め
の

シ
ミュ

レー
シ

ョン
に

応
用

す
る

こと
で

低
燃

費
タイ

ヤ
の

開
発

に
成

功
。

＜
利

用
者

数
＞

平
成

26
年

度
の

利
用

者
数

は
、約

16
,2

00
人

＜
論

文
発

表
数

＞
ネ

イチ
ャー

、サ
イエ

ンス
誌

をは
じめ

、S
Pr

in
g-

8を
活

用
した

研
究

論
文

は
累

計
約

10
,5

00
報

＜
産

業
利

用
＞

着
実

に
増

加
し、

平
成

17
年

度
以

降
は

共
用

ビー
ム

ライ
ンに

お
け

る
実

施
課

題
数

の
約

２
割

で
安

定
的

に
推

移
SP

rin
g-

8の
利

用
者

数

兵
庫

県
播

磨
科

学
公

園
都

市

従
来

の
タイ

ヤ
低

燃
費

タイ
ヤ

（
平

成
27

年
3月

末
現

在
）

（
平

成
27

年
3月

末
現

在
）

＜
高

性
能

・高
品

質
タイ

ヤ
の

新
材

料
開

発
技

術
＞

「4
D 

NA
NO

 D
ES

IG
N」

を確
立

し、
地

球
環

境
へ

の
配

慮
と安

全
・安

心
を

両
立

す
る

タイ
ヤ

の
開

発
を加

速
。

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
0
,
5
7
0
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
9
4
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
9
,
2
5
9
百
万
円
）
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Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
（
S
A
C
L
A
）
の
整
備
・
共
用

ナ
ノ細

孔
内

で
ガ

ス
分

子
が

整
列

ナ
ノサ

イ
ズ

の
穴

を
持

つ
物

質

穴
に

取
り込

ま
れ

た
ガ

ス
分

子

特
定

分
子

を
取

り込
む

新
素

材
の

開
発

で
は

、細
孔

に
ガ

ス
分

子
が

吸
着

さ
れ

る
際

の
分

子
レ

ベ
ル

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
不

明

SA
CL

Aに
よ

り、
分

子
の

超
高

速
動

体
・変

化
の

解
析

が
可

能
に

。
メタ

ンな
どの

燃
料

捕
捉

・貯
蔵

や
有

害
物

質
の

除
去

・吸
着

な
どの

機
能

を
持

つ
新

素
材

開
発

へ
の

貢
献

に
期

待
。

【短
波

長
】硬

Ｘ
線

→
 原

子
レベ

ル
で

の
解

析
が

可
能

【短
パ

ル
ス

】フ
ェム

ト秒
(1

00
0兆

分
の

1)
パ

ル
ス

→
  化

学
反

応
等

の
極

め
て

早
い

動
きの

解
析

が
可

能

【質
の

良
い

光
】干

渉
性

→
試

料
を調

製
（

結
晶

化
な

ど）
せ

ず
とも

生
きた

まま
で

解
析

が
可

能
※

難
しい

結
晶

は
数

ヶ月
か

ら数
年

を
要

す
る

◆
Ｘ

線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
の

特
長

SA
CL

Aに
よ

り、
これ

ま
で

計
測

不
可

能
で

あ
った

微
細

な
試

料
の

構
造

解
析

が
可

能
に

。
疾

病
に

多
く関

連
す

る
とさ

れ
る

膜
タン

パ
ク質

の
構

造
解

析
に

よ
り、

医
薬

品
開

発
へ

の
貢

献
に

期
待

。

医
療

、創
薬

に
極

め
て

有
用

で
あ

る
が

、脂
質

（
階

層
構

造
の

細
胞

膜
）

が
結

合
して

お
り、

結
晶

化
が

極
め

て
困

難

【重
点

戦
略

分
野

】
～

生
体

分
子

の
階

層
構

造
ダ

イ
ナ

ミク
ス

～

細
胞

膜

↓
細

胞
内

↑
細

胞
外

物
質

・情
報

生
理

変
化

病
因

老
廃

物
＜

膜
タ

ン
パ

ク
質

＞

【重
点

戦
略

分
野

】
～

ピ
コ・

フェ
ム

ト秒
※

ダ
イ

ナ
ミク

ス
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
～

SA
CL

Aは
、原

子
レ

ベ
ル

の
超

微
細

構
造

や
化

学
反

応
の

超
高

速
動

態
・変

化
を

瞬
時

に
計

測
・分

析
で

き
る

世
界

最
高

性
能

の
Ｘ

線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
施

設
。

国
家

基
幹

技
術

とし
て

平
成

18
年

度
よ

り整
備

を
開

始
して

お
り、

24
年

3月
に

供
用

を
開

始
。

平
成

28
年

度
は

産
業

利
用

を
含

む
幅

広
い

研
究

者
等

へ
の

最
大

限
の

共
用

を
図

る
。

兵
庫

県
播

磨
科

学
公

園
都

市

※
１

兆
～

10
00

兆
分

の
１

秒

世
界

に
2施

設
（

SA
CL

Aと
米

国
の

LC
LS

）
しか

存
在

しな
い

X線
自

由
電

子
レー

ザ
ー

施
設

平
成

24
年

度
～

27
年

9月
現

在
の

採
択

課
題

数
：

23
1課

題
（

うち
産

業
利

用
6課

題
）

●
SA

CL
Aの

最
大

限
の

共
用

運
転

の
実

施
5,

71
9百

万
円

（
5,

23
9百

万
円

）
・施

設
の

運
転

・維
持

管
理

等
に

必
要

な
経

費
・学

術
情

報
ネ

ット
ワ

ー
ク「

SI
NE

T5
」の

運
営

費
●

特
定

放
射

光
施

設
(S

Pr
in

g-
8・

SA
CL

A)
の

利
用

促
進

（
※

）
1,

37
9百

万
円

（
1,

38
1百

万
円

）
・利

用
促

進
（

利
用

者
選

定
・利

用
支

援
）

に
必

要
な

経
費

（
※

）
SP

rin
g-

8及
び

SA
CL

Aの
利

用
促

進
業

務
を

一
体

化
・効

率
化

して
実

施

●
Ｘ

線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
施

設
重

点
戦

略
課

題
の

推
進

74
4百

万
円

（
83

9百
万

円
）

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
8
4
2
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
2
1
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
7
,
4
5
8
百
万
円
）
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●
J-

PA
RC

の
最

大
限

の
共

用
運

転
の

実
施

、施
設

整
備

及
び

利
用

促
進

・施
設

の
運

転
・維

持
管

理
・大

型
タン

パ
ク質

精
密

構
造

解
析

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・利

用
促

進
（

利
用

者
選

定
・利

用
支

援
）

に
必

要
な

経
費

物
質

・生
命

科
学

実
験

施
設

（
M

LF
）

内
の

中
性

子
線

施
設

は
、「

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

の
共

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」の
対

象
施

設
で

あ
り、

産
学

官
の

多
様

な
分

野
の

研
究

者
へ

広
く供

用
。

中
性

子
線

の
パ

ル
ス

強
度

及
び

ミュ
オ

ンビ
ー

ム
強

度
は

世
界

最
高

性
能

を
達

成
して

お
り、

平
成

28
年

度
は

、
3G

eV
シ

ンク
ロト

ロン
に

お
け

る
パ

ル
ス

ビー
ム

1M
W

で
の

安
定

利
用

運
転

を
目

指
す

（
平

成
27

年
4月

時
点

で
50

0k
W

を
達

成
）

。
あ

わ
せ

て
、M

LF
に

お
け

る
中

性
子

ビー
ム

ライ
ン整

備
計

画
を

進
め

、共
用

施
設

とし
て

の
最

大
限

の
ポ

テ
ンシ

ャ
ル

発
揮

に
必

要
な

環
境

整
備

に
取

り組
む

。
物

質
・生

命
科

学
実

験
施

設
（

JA
EA

）
ニ

ュー
ト

リノ
実

験
施

設
（

KE
K)

ハ
ド

ロ
ン

実
験

施
設

（
KE

K）

リニ
ア

ック
（

JA
EA

）

3G
eV

シ
ン

ク
ロ

ト
ロ

ン
（

JA
EA

）

J-
PA

RC
研

究
棟

(J
AE

A)

50
 G

eV
シ

ン
ク

ロ
ト

ロ
ン

（
KE

K)
 

＜
利

用
者

数
＞

平
成

26
年

度
の

M
LF

利
用

者
数

は
約

13
,5

00
人

＜
産

業
利

用
＞

中
性

子
線

施
設

の
利

用
件

数
の

約
３

割
は

民
間

企
業

ユ
ー

ザ
ー

大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設
（
J-
P
A
R
C
）
の
整
備
・
共
用

11
,4

14
百

万
円

（
10

,3
70

百
万

円
）

10
,2

71
百

万
円

（
9,

63
1百

万
円

）
40

4百
万

円
（

新
規

）
73

9百
万

円
（

73
9百

万
円

）

◆
水

素
や

水
分

子
な

どの
軽

元
素

観
測

茨
城

県
東

海
村

◆
ス

ピン
を

利
用

した
磁

性
、磁

場
測

定

モ
ー

ター
か

ら発
生

す
る

磁
場

方
向

分
布

交
流

磁
場

の
定

量
法

、3
次

元
可

視
化

法
を

開
発

し、
製

品
の

高
性

能
化

か
ら産

業
競

争
力

向
上

に
貢

献
。

中
性

子
は

電
荷

は
な

い
が

ス
ピン

を
も

つ
た

め
、試

料
の

磁
気

的
性

質
や

磁
場

の
測

定
が

可
能

。
中

性
子

は
、X

線
で

は
困

難
な

軽
元

素
検

出
を

得
意

とし
、

X線
との

相
補

的
利

用
に

よ
り構

造
解

析
・機

能
解

析
が

飛
躍

的
に

向
上

。

中
性

子
は

試
料

に
殆

どダ
メー

ジ
を

与
え

な
い

た
め

、
経

時
的

な
機

能
解

析
に

優
れ

る
。環

境
・エ

ネ
ル

ギ
ー

、
健

康
・医

療
な

ど幅
広

い
分

野
へ

貢
献

。

水
素

活
性

触
媒

創
薬

タン
パ

ク質

複
雑

な
PS

-Ⅱ
タン

パ
ク質

植
物

は
、P

S-
Ⅱ

と呼
ば

れ
る

タン
パ

ク質
に

よ
り水

分
解

反
応

を行
い

、生
命

が
必

要
とす

る
酸

素
を

作
り出

して
お

り、
この

反
応

過
程

を
解

明
す

る
こと

は
植

物
の

光
合

成
メカ

ニズ
ム

を
真

に
理

解
す

る
上

で
必

須
。

PS
-Ⅱ

の
機

能
を

解
明

す
る

こと
は

、人
工

光
合

成
の

実
現

に
貢

献
す

る
た

め
、環

境
とエ

ネ
ル

ギ
ー

の
両

面
か

らも
大

き
な

期
待

が
寄

せ
られ

て
い

る
。

＜
期

待
さ

れ
る

成
果

＞
光

合
成

シ
ス

テ
ム

-Ⅱ
 (

PS
-Ⅱ

) 
の

中
性

子
線

解
析

•
M

n 4
Ca

O
5ク

ラス
ター

は
2個

の
水

分
子

を
分

解
し、

4個
の

水
素

原
子

を
放

出
。

•
中

性
子

線
を

用
い

て
、ク

ラス
ター

内
の

水
素

原
子

の
位

置
を

決
定

す
る

こと
で

、酸
素

発
生

機
構

を
詳

細
に

理
解

す
る

こと
が

可
能

。

＜
物

質
・生

命
科

学
研

究
へ

の
中

性
線

利
用

＞

この
他

関
連

して
、日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

(J
AE

A)
及

び
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

(K
EK

)に
お

い
て

、施
設

の
運

転
・維

持
管

理
等

に
必

要
な

経
費

9,
17

3百
万

円
（

6,
06

8百
万

円
）

及
び

基
盤

的
施

設
の

整
備

に
必

要
な

経
費

38
0百

万
円

（
10

1百
万

円
）

を
措

置
。

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
1
,
4
1
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
7
9
5
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
0
,
3
7
0
百
万
円
）
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革
新
的
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
(
H
P
C
I)
の
構
築

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タ「

京
」を

中
核

とし
、多

様
な

利
用

者
の

ニー
ズ

に
応

え
る

革
新

的
な

計
算

環
境

（
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｉ
：

革
新

的
ハ

イパ
フォ

ー
マ

ンス
・コ

ン
ピュ

ー
テ

ィン
グ

・イ
ンフ

ラ）
を

構
築

し、
その

利
用

を
推

進
す

る
こと

で
、我

が
国

の
科

学
技

術
の

発
展

、産
業

競
争

力
の

強
化

、安
全

・安
心

な
社

会
の

構
築

に
貢

献
す

る
。

①
「京

」の
運

営
12

,3
18

百
万

円
（

11
,2

13
百

万
円

）

（
内

訳
）

・「
京

」の
運

用
等

経
費

11
,4

78
百

万
円

（
10

,3
73

百
万

円
）

うち
、高

効
率

な
電

力
運

用
の

た
め

の
設

備
の

改
修

・整
備

91
0百

万
円

（
新

規
）

・特
定

高
速

電
子

計
算

機
施

設
利

用
促

進
84

0百
万

円
（

84
0百

万
円

）

②
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｉ
の

運
営

3,
55

0百
万

円
（

1,
37

9百
万

円
）

「京
」を

中
核

とし
て

国
内

の
大

学
等

の
ス

パ
コン

を
高

速
ネ

ット
ワ

ー
クで

つ
な

ぎ
、利

用
者

が
一

つ
の

ア
カウ

ント
に

よ
り様

々
な

ス
パ

コン
や

ス
トレ

ー
ジ

を
利

用
で

き
る

よ
うに

す
る

な
ど、

多
様

な
ユ

ー
ザ

ー
ニー

ズ
に

応
え

る
環

境
を構

築
し、

全
国

の
ユ

ー
ザ

ー
の

利
用

に
供

す
る

。

平
成

24
年

9月
末

に
共

用
開

始
した

「京
」の

運
用

を
着

実
に

進
め

る
とと

も
に

、そ
の

利
用

を
推

進
。

H
PC

I 
（

革
新

的
ハ

イ
パ

フォ
ー

マ
ン

ス
・

コン
ピ

ュー
テ

ィン
グ

・イ
ン

フラ
）

＜
利

用
実

績
等

＞
産

業
界

を
含

む
幅

広
い

利
用

者
か

ら公
募

で
選

定
した

一
般

利
用

枠
81

課
題

、
国

が
戦

略
的

な
見

地
か

ら選
定

した
戦

略
プロ

グ
ラム

利
用

枠
29

課
題

の
ほ

か
、

政
策

的
に

重
要

か
つ

緊
急

な
重

点
化

促
進

枠
課

題
とし

て
首

都
直

下
地

震
等

に
よ

る
被

害
予

測
シ

ミュ
レー

シ
ョン

を
実

施
す

る
な

ど、
産

業
界

13
1社

を含
む

1,
10

0人
以

上
が

利
用

。
【平

成
27

年
5月

末
時

点
】

これ
ま

で
の

成
果

例

心
臓

の
動

き
を

精
密

に
再

現
。肥

大
型

心
筋

症
の

病
態

を
明

らか
に

。

心
臓

全
体

タン
パ

ク質

自
動

車
の

風
洞

実
験

を
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
が

代
替

可
能

で
あ

る
こと

を
実

証
。自

動
車

メー
カー

が
有

効
性

を
実

証
。

地
震

発
生

、津
波

そ
して

建
物

被
害

ま
で

の
一

連
の

プ
ロセ

ス
が

評
価

可
能

に
。

医
療

も
の

づ
くり

地
震

・防
災

（
内

訳
）

・H
PC

I運
営

・利
用

促
進

3,
55

0百
万

円
（

1,
37

9百
万

円
）

うち
、共

用
ス

トレ
ー

ジ
の

更
新

2,
11

4百
万

円
（

新
規

）

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
5
,
8
6
8
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
3
,
0
2
4
百
万
円

(
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
4
,
6
1
4
百
万
円
)
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◇
国
際
科
学
技
術
共
同
研
究
推
進
事
業
等

○
頭

脳
循

環
を

加
速

す
る

戦
略

的
国

際
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
事

業
我

が
国

の
高

い
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

有
す

る
研

究
グ

ル
ー

プ
が

特
定

の
研

究
領

域
で

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
戦

略
的

に
形

成
す

る
た

め
、

海
外

の
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

研
究

機
関

と
研

究
者

の
派

遣
・
受

入
れ

を
行

う
大

学
等

研
究

機
関

を
重

点
的

に
支

援
す

る
。

国
際

的
な

人
材

・
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

、
先

端
科

学
技

術
分

野
で

の
戦

略
的

な
国

際
協

力
の

推
進

、
地

球
規

模
課

題
の

解
決

へ
の

貢
献

等
に

取
り

組
み

、
日

本
外

交
の

新
機

軸
と

し
て

の
科

学
技

術
外

交
を

戦
略

的
に

推
進

す
る

。

○
地

球
規

模
課

題
対

応
国

際
科

学
技

術
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
A

T
R

E
P

S
）

我
が

国
の

優
れ

た
科

学
技

術
と

O
D

A
と

の
連

携
に

よ
り

、
ア

ジ
ア

等
の

開
発

途
上

国
と

、
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
防

災
、

生
物

資
源

等
の

地
球

規
模

の
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。

○
戦

略
的

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
S
IC

O
R

P
）

戦
略

的
な

国
際

協
力

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
目

指
し

、
省

庁
間

合
意

に
基

づ
く
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（
対

等
な

協
力

関
係

）
の

下
、

相
手

国
・
地

域
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

・
分

野
と

協
力

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
A

S
E
A

N
を

は
じ

め
と

す
る

新
興

国
等

と
我

が
国

の
「
顔

の
見

え
る

」
持

続
的

な
研

究
協

力
を

推
進

す
る

。

○
日

本
・
ア

ジ
ア

青
少

年
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

事
業

海
外

の
優

秀
な

人
材

の
獲

得
を

目
指

し
、

イ
ン

ド
・
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ

等
の

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
若

手
人

材
交

流
を

推
進

す
る

。

◇
頭

脳
循

環
を

加
速

す
る

戦
略

的
国

際
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
事

業

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
2
,5

7
7
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

：
2
,0

6
0
百

万
円

）

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
3
,9

2
1
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

：
3
,5

7
0
百

万
円

）

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
2
,1

0
1
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

：
1
,8

9
6
百

万
円

）

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
2
,0

9
2
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

：
1
,5

9
5
百

万
円

）

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
1
,2

4
7
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

：
1
,2

3
9
百

万
円

）

６
．

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

戦
略

的
国

際
展

開
平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
9
,
2
7
2
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
5
,
0
7
8
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
5
,
1
2
3
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
3
,0

3
9
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

：
1
,2

0
5
百

万
円

）

○
海

外
特

別
研

究
員

事
業

優
れ

た
若

手
研

究
者

に
対

し
所

定
の

資
金

を
支

給
し

、
海

外
に

お
け

る
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

長
期

間
（
２

年
間

）
研

究
に

専
念

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

○
外

国
人

特
別

研
究

員
事

業
分

野
や

国
籍

を
問

わ
ず

、
外

国
人

若
手

研
究

者
を

大
学

・
研

究
機

関
等

に
招

へ
い

し
、

我
が

国
の

研
究

者
と

外
国

人
若

手
研

究
者

と
の

研
究

協
力

関
係

を
通

じ
、

国
際

化
の

進
展

を
図

っ
て

い
く
こ

と
で

我
が

国
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

◇
海

外
特

別
研

究
員

事
業

／
外

国
人

特
別

研
究

員
事

業

-66-



戦
略

的
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S

IC
O

R
P

）
平

成
2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

: 
1
,2

4
7
百

万
円

（
平

成
2
7年

度
予

算
額

: 
1
,2

3
9百

万
円

）

国
際

科
学

技
術

共
同

研
究

推
進

事
業

等

国
際

科
学

技
術

協
力

の
戦

略
的

展
開

に
資

す
る

た
め

、
先

進
・
新

興
国

、
開

発
途

上
国

と
の

共
同

研
究

等
を

推
進

し
、

地
球

規
模

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
国

際
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

を
促

進
し

、
科

学
技

術
外

交
の

強
化

に
貢

献
す

る
。

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
協

力
を

外
交

の
新

機
軸

と
す

べ
く
、

我
が

国
の

優
れ

た
科

学
技

術
と

政
府

開
発

援
助

（
Ｏ

Ｄ
Ａ

）
と

の
連

携
に

よ
り

、
ア

ジ
ア

等
の

開
発

途
上

国
と

、
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

、
防

災
分

野
、

生
物

資
源

分
野

等
と

の
地

球
規

模
の

課
題

の
解

決
に

つ
な

が
る

国
際

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

文
部

科
学

省
Ｊ

Ｓ
Ｔ

外
務

省
Ｊ

ＩＣ
Ａ

政
府

開
発

援
助

（
Ｏ

Ｄ
Ａ

）

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

途
上

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

国
際

共
同

研
究

提
案

申
請

支
援

連
携 協

力
要

請

地
球

規
模

課
題

対
応

国
際

科
学

技
術

協
力

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
S

A
T
R

E
P

S
）

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

: 
2
,0

9
2百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

: 
1
,5

9
5百

万
円

）

【
実

施
体

制
】

【
支

援
規

模
・
期

間
】

■
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

複
合

的
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

実
施

す
る

大
型

の
共

同
研

究
>

3
0
百

万
～

5
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

■
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

複
合

的
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

実
施

す
る

大
型

の
共

同
研

究
>

3
0
百

万
～

5
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

■
コ

ア
チ

ー
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

1
～

2
チ

ー
ム

で
実

施
す

る
中

型
の

共
同

研
究

>
1
0
百

万
～

3
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
コ

ア
チ

ー
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

1
～

2
チ

ー
ム

で
実

施
す

る
中

型
の

共
同

研
究

>
1
0
百

万
～

3
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
国

際
協

力
加

速
タ

イ
プ

<
相

応
の

基
盤

を
有

す
る

研
究

の
加

速
>

5
百

万
～

1
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
国

際
協

力
加

速
タ

イ
プ

<
相

応
の

基
盤

を
有

す
る

研
究

の
加

速
>

5
百

万
～

1
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

戦
略

的
な

国
際

協
力

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
目

指
し

、
省

庁
間

合
意

に
基

づ
く
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

相
手

国
に

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
を

設
置

す
る

等
、

相
手

国
・
地

域
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

・
分

野
と

協
力

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。

【
支

援
規

模
・
期

間
】

3
6
百

万
／

年
・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

【
実

施
体

制
】

文
部

科
学

省
及

び
科

学
技

術
振

興
機

構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
と

、
外

務
省

及
び

国
際

協
力

機
構

（
Ｊ
ＩＣ

Ａ
）
が

連
携

し
、

そ
れ

ぞ
れ

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

及
び

相
手

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
我

が
国

と
開

発
途

上
国

の
共

同
研

究
を

推
進

。

・
H

2
8
新

規
採

択
予

定
数

3
6
課

題
程

度

H
2
8
新

規
採

択
予

定
数

1
6
課

題
程

度
■

戦
略

的
国

際
協

力
研

究
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

共
同

ラ
ボ

タ
イ

プ
<
共

同
ラ

ボ
を

相
手

国
に

形
成

し
、

我
が

国
の

「
顔

の
見

え
る

」
持

続
的

な
研

究
協

力
を

推
進

>
1
億

円
／

年
・
拠

点
（
5
年

間
，

評
価

に
よ

り
1
0
年

間
）

発
展

発
展

国
（
文

部
科

学
省

）
省

庁
間

合
意

等

相
手

国
資

金
配

分
機

関

相
手

国
・
地

域

Ｊ
Ｓ

Ｔ
相

互
協

力

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

相
手

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

提
案

申
請

支
援

国
際

共
同

研
究

通
知

（
相

手
国

・
研

究
分

野
）

実
施

方
針

の
伝

達

提
案

申
請

支
援

二
国

間
多

国
間

協
力

[拡
充
内
容

]

・
本

事
業

へ
の

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
を

踏
ま

え
、

新
規

採
択

数
を

増

・
ア

フ
リ

カ
、

島
し

ょ
国

へ
の

支
援

の
着

実
な

実
施

に
よ

り
、

参
加

国
を

拡
大

・
社

会
実

装
の

効
果

加
速

等
を

図
る

。

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
6
,
3
7
8
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
,
8
9
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
4
,
0
3
9
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

日
本

・
ア

ジ
ア

青
少

年
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

事
業

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

: 
3
,0

3
9
百

万
円

（
平

成
2
7
年

度
予

算
額

: 
1
,2

0
5
百

万
円

）
海

外
と

の
優

秀
な

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
人

材
の

獲
得

に
資

す
る

た
め

、
ア

ジ
ア

諸
国

の
青

少
年

と
の

科
学

技
術

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
【
人

数
・
受

入
れ

期
間

】
約

1
0
,0

0
0
人

（
約

1
～

3
週

間
）

【
対

象
国

】
東

ア
ジ

ア
、

東
南

ア
ジ

ア
（
主

に
A

S
E
A

N
）
、

南
西

ア
ジ

ア
（
主

に
イ

ン
ド

）
、

島
し

ょ
国

、
中

央
ア

ジ
ア

【
対

象
】

高
校

生
、

大
学

生
、

大
学

院
生

、
ポ

ス
ド

ク
等
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【
事

業
概

要
】

我
が

国
の

高
い

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
有

す
る

研
究

グ
ル

ー
プ

が
特

定
の

研
究

領
域

で
国

際
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

戦
略

的
に

形
成

す
る

た
め

、
海

外
の

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
研

究
機

関
と

研
究

者
の

派
遣

・
受

入
れ

を
行

う
大

学
等

研
究

機
関

を
重

点
的

に
支

援
す

る
。

大
学

等
研

究
機

関
の

国
際

戦
略

に
基

づ
き

、
研

究
者

を
海

外
の

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
研

究
機

関
へ

長
期

間
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

相
手

の
研

究
機

関
か

ら
も

研
究

者
を

長
期

間
受

入
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
海

外
の

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
研

究
機

関
と

特
定

の
研

究
領

域
で

強
固

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
目

指
す

。

頭
脳

循
環

を
加

速
す

る
戦

略
的

国
際

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推
進

事
業

特
定

の
研

究
領

域
に

お
け

る
高

い
研

究
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

【
期

待
さ

れ
る

効
果

】
我

が
国

の
研

究
グ

ル
ー

プ
と

海
外

の
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

研
究

グ
ル

ー
プ

と
の

間
で

、
国

際
的

な
人

材
・
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

さ
れ

、
世

界
の

頭
脳

循
環

の
中

核
に

位
置

付
け

る
こ

と
で

、
世

界
最

先
端

の
研

究
に

主
体

的
に

関
与

し
、

我
が

国
の

研
究

の
国

際
競

争
力

を
向

上
さ

せ
る

。

◆
他

国
に

比
し

て
、

特
に

中
間

層
（第

2,
3グ

ル
ー

プ
）
が

薄
く
、

底
上

げ
が

必
要

◆
世

界
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
中

で
、

日
本

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

が
相

対
的

に
低

下

【
現

状
・
課

題
】

【
to

p1
0%

補
正

論
文

に
お

け
る

国
際

共
著

論
文

の
時

系
列

変
化

】

日
本

ド
イ

ツ

英
国

凡
例

上
段

：
19

96
-1

99
8

下
段

：
20

11
-2

01
3

日
本

の
大

学
・
研

究
機

関
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
特

定
の

研
究

領
域

に
お

け
る

海
外

の
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

研
究

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

特
定

の
研

究
領

域
の

研
究

グ
ル

ー
プ

特
定

の
研

究
領

域
の

研
究

グ
ル

ー
プ

派
遣

・
受

入
れ

の
強

固
な

双
方

向
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

○
支

援
件

数
平

成
28

年
度

新
規

採
択

：
24

件
程

度
○

支
援

経
費

派
遣

：
渡

航
費

、
滞

在
費

、
研

究
費

招
へ

い
：
渡

航
費

、
滞

在
費

○
支

援
期

間
1～

3年

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
1
0
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
6
9
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
,
8
9
6
百
万
円
）

～
【
to

p1
0%

補
正

論
文

数
の

日
独

比
較

】

中
間

層
に

お
け

る
、

日
独

間
の

差
が

顕
著

。

論
文

総
数

日
：
32

62
.7

件
独

：
46

82
.0

件 （
大

学
順

位
）

（
国

際
共

著
論

文
数

）

～

05
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

（
論

文
数

）

(
出

典
：
科

学
技

術
政

策
研

究
所

「
研

究
論

文
に

着
目

し
た

大
学

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ

～
日

独
比

較
の

試
み

～
」
2
0
1
3
年
)

(
出

典
：
科

学
技

術
政

策
研

究
所

「
科

学
研

究
の

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ
2
0
1
5
」
2
0
1
5
年
)

過
去

と
比

較
し

、
世

界
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

国
際

共
著

論
文

は
、

ド
イ

ツ
・
英

国
は

約
70

00
本

増
加

し
て

い
る

一
方

で
、

我
が

国
は

14
88

本
の

増
加

に
と

ど
ま

る
。
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海
外

特
別

研
究

員
事

業
／

外
国

人
特

別
研

究
員

事
業

国
際

的
な

頭
脳

循
環

の
進

展
を

踏
ま

え
、

我
が

国
に

お
い

て
優

秀
な

人
材

を
育

成
・
確

保
す

る
た

め
、

若
手

研
究

者
に

対
す

る
海

外
研

鑽
機

会
の

提
供

や
諸

外
国

の
優

秀
な

研
究

者
の

招
へ

い
を

実
施

。

海
外

特
別

研
究

員
事

業
Ｈ

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
2
,5

7
7
百

万
円

（
Ｈ

2
7
年

度
予

算
額

：
2
,0

6
0
百

万
円

）
※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
概

要
】

我
が

国
の

大
学

等
研

究
機

関
に

所
属

す
る

常
勤

の
研

究
者

や
博

士
の

学
位

を
有

す
る

者
等

の
中

か
ら

優
れ

た
若

手
研

究
者

を
「
海

外
特

別
研

究
員

」
と

し
て

採
用

し
、

所
定

の
資

金
（
往

復
航

空
賃

、
滞

在
費

・
研

究
活

動
費

）
の

支
給

に
よ

り
、

海
外

の
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

長
期

間
（
２

年
間

）
研

究
に

専
念

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

若
手
研
究
者

日
本
学
術
振
興
会

J
S
P
S

申
請

選
考
・
支
援

・
滞
在
費
・
研
究
活
動
費

（
38

0万
円
～

52
0万
円

/年
）

・
航
空
賃

海
外
の
大
学
・
研
究
機
関

長
期
派
遣

（
2年
間
）

【
２

年
間

の
研

究
活

動
で

期
待

さ
れ

る
効

果
】

★
研

究
者

自
身

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
に

資
す

る
研

究
能

力
の

向
上

★
具

体
的

な
研

究
成

果
（
論

文
等

）
★

将
来

の
共

同
研

究
に

つ
な

が
る

研
究

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

外
国

人
特

別
研

究
員

事
業

Ｈ
2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
3
,9

2
１

百
万

円
（
Ｈ

2
7
年

度
予

算
額

：
3
,5

7
0
百

万
円

）
※

運
営

費
交

付
金

中
の

推
計

額

【
概

要
】

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

我
が

国
に

呼
び

込
む

た
め

、
分

野
や

国
籍

を
問

わ
ず

、
外

国
人

若
手

研
究

者
を

大
学

・
研

究
機

関
等

に
招

へ
い

し
、

我
が

国
の

研
究

者
と

外
国

人
若

手
研

究
者

と
の

研
究

協
力

関
係

を
通

じ
国

際
化

の
進

展
を

図
っ

て
い

く
こ

と
で

我
が

国
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

＜
外

国
人

特
別

研
究

員
＞

・
一

般
(1

2か
月

以
上

2
4か

月
以

内
)

・
欧

米
短

期
(1

か
月

以
上

12
か

月
以

内
)

・
夏

期
(夏

期
2
か

月
)

・
戦

略
(3

か
月

以
上

12
か

月
以

内
)平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
6
,
4
9
8
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
7
0
1
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
5
,
6
3
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

採
用

人
数

（
見

込
み

）
平

成
2
7
年

度
49
8人

平
成
2
8
年

度
66
1人

採
用

人
数

（
見

込
み

）
平

成
2
7
年

度
1,
10
4人

平
成
2
8
年

度
1,
25
4人

【
支

援
内

容
（「

一
般

」の
場

合
）
】

・
滞

在
費

（4
34

万
円

/年
）

・
渡

日
一

時
金

（2
0万

円
）

・
航

空
賃

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
の

充
実

の
た

め
支

援
規

模
を

拡
大

・
新

た
な

学
問

領
域

の
開

拓
に

取
り

組
む

若
手

研
究

者
を

養
成

・
出

産
・
育

児
等

に
よ

る
研

究
中

断
後

に
海

外
で

活
躍

す
る

こ
と

を
支

援

→
→
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７．社会とともに創り進める
科学技術イノベーション政策の展開
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